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西張 (2) 遺跡正誤表

ページ /イ丁- 誤 正

12 12行目 土器底部が埋設されていた。 上器底部が設個されていた。

I 7 5行目 8個のピットを 7個のピットを

51 29行目 下位の文様に帯施された 下位の文様帯に施された

60 2行目 円礫の長側縁を用いる 円礫の側縁を用いる

74 図65 タイト）し後期初頭の石器(1) 後期初頭以降の石器 (I)

75 図66 タイトル後期初頭の石器(2) 後期初頭以降の石器(2)





西張 (2)遺跡





序

福地村内ではこれまで、東北新幹線建設事業に先立ち、

三ヶ年に亘って発掘調査が実施されてまいりました。平

成 6・7年には西張(3)遺跡・石焼沢遺跡か発掘調壺され、

既に報告書が上梓されています。

本報告書は、平成 8年度の西張(2)遺跡の発掘調査成果

をまとめたものです。今回の調査によって本遺跡が、縄

文時代早期白浜式及び縄文時代後期の集落跡であること

が明らかになりました。特に早期の集落はこの時期の集

落の広がりをとらえることかでき、貴重な調査例といえ

るでしょう。

この成果か、今後、文化財の保護と活用の一助となれ

ば望外の喜びです。

ここに、御指導・御協力いただいた関係各位・各機関

に厚く御礼申し上げます。

平成10年 3月

青森県教育長

松森永佑





例 言

ー

2

3

4

 

本報告書は、東北新幹線建設事業に伴い、平成 8年度に発掘調査を実施した、三戸郡福地村に所

在する西張(2)遺跡の発掘調査報告書である。

本報告書の執筆者名は、依頼原稿ついては文頭に、その他については末尾に付した。

出土した植物遺体の同定は株式会社パレオ・ラボに委託した。

発掘調査および報告書作成にあたって、下記の諸氏・機関から御協カ・ご助言を得た。

青森県立郷土館、阿部千春、石本省三、岩手県埋蔵文化財センター、右代啓視、宇部則保、小保

内浩之、小笠原善範、大野亨、神原雄一郎、工藤竹久、越田賢一郎、工藤竹久、佐々木浩一、冨永

勝也、 田中哲郎、津嶋知弘、長尾正義、市立函館博物館、八戸市博物館、平川善祥、北海道開拓記

念館、村木淳、盛岡市教育委員会、領塚正浩

凡 例

ー 本書で使用したスクリーントーンの指示は次の通りである。

遺構 冒疇地山

遺物

2
 

クボミ・タタキ
虚

夏焼土

文中の縄文原体に関する記述は、『日本先史土器の縄文』（山内清男

観察表中では略して記述した場合かある。用例は下記の通りである。

貼床

1979)に準拠した。ただし、

0段多条→ 0多 単軸絡条体→単絡

3
 
本文・観察表中の縄文・ 絡条体の施文方向は回転方向を示す。 したかって、単に横位、縦位、斜

4
 

位と記した場合、それぞれ横位回転、縦位回転、斜位回転を表している。

観察表中の→は、調整や文様か重複する場合の先後関係を示す。「・」は重複しないが器面に同

居する場合を示す。

条痕後に縄文が施された場合

縄文と沈線か器面に同居する場合

条痕→縄文

縄文・沈線

5
 
観察表中の石質は略して表記したものかある。用例は次の通りである。

玉髄質の珪質頁岩→玉珪 珪質頁岩→珪頁 緑色細粒凝灰岩→緑細凝

6
 

7

8

 

土層注記は、基本層序をローマ数字で、遺構堆積土を算用数字で表記した。土色は新版標準土色

帳（農水省農林水産技術会議• 財団法人日本色彩研究所監修）を用いて表現した。

写真図版の縮尺は、遺構については不同、遺物については図版中に記載した。

本書図中の北は、座標北を示す。ただし、 1 /25,000地形図は真北である。
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第 1章 調査要項・調査経過・調査方法

第 1章発掘調査の概要

第 1節調査要項

1 調査目的

東北新幹線建設工事に先立ち、当該工事予定区域に所在する西張(2)遺跡の埋蔵文化財発掘調査を

実施し、その記録保存を図り、地域社会の文化財の活用に資する。

2 発掘調査期間

平成 8年 7月9日から平成 8年11月 1日まで

3 遺跡名及び所在地

西張(2)遺跡（県遺跡番号64-007) 三戸郡福地村大字法師岡字西張57-1、外

4 発掘調査対象面積

7 ,435m2 

5 調査委託者

日本鉄道建設公団•青森県土木部道路建設課

6 調査受託者

青森県教育委貝会

7 調査担当機関

青森県埋蔵文化財調査センター

8 調査協力機関

福地村教育委員会、三八教育事務所

9 調査参加者

調査指導員 市川 金丸青森県考古学会会長（考古学）

調査協力員 玉川 勝義福地村教育委員会教育長

調査員 滝沢幸長 八戸市文化財審議委員（考古学）

七崎 修 元県立八戸北高等学校教諭（地質学）

小林 和彦 八戸市縄文学習館主査兼学芸員（動物考古学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

調査第二課総括主幹・課長鈴木克彦

主 事中村哲也

主 事野村信生

調査補助員 片山幾子、堤淳子、永洞佐哉子、深畑哲哉

第 2節調査方法

現地表面から表土のみを重機で除去した後、建設省告示によって定められた平面直角座標第X系に

準拠した 4mグリッドを設定した。 X=51800, Y =48800をIIA-5と呼称し、東西軸を A,___,Tのア
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西張(2)遺跡

ルファベットとローマ数字の組み合わせで、南北軸を算用数字で表記した。グリッドの呼称は、北東

側のグリッドライン交点を用いて表した。標高原点（ベンチマーク）は、日本鉄道建設公団か設置し

たBM. 1 (標高29.974m)からレベル移動を行い、調査区域内に数箇所設定した。包含層を手掘り

で掘削し、遺構検出を行っていった。遺構実測は、 1/20で実測図を作成した。土層観察は、『標準

土色帖』を用いて注記を行っていった。写真撮影は、適宜行うこととし、カラーリバーサルとモノク

ロームの 2種類のフィルムを使用した。

第 3節調査経過

平成 8年 7月9日、調査器材を現地に搬入し、西張(2)遺跡の調査を開始した。

7月中旬、 20mグリソトを設定し、遺構・遺物の分布を確認をするための試掘トレンチを設定し掘

り下げを開始した。その結果、縄文時代早期の遺物・後期の遺構か広域にわたり確認された。また調

査範囲外に溝か延びることから、調査対象範囲を広げ調査を行った。

8月初旬、土層観察用のベルトを残し、調査区東部の表土を重機で除去した。表土の除去は調査の

進行状況により随時行った。

9月初旬、ベルトコンベヤーを設罹し調査の円滑化をはかる。

9月中旬、調査区西部に遺構の広がりが確認されたため、重機で倉庫基礎の除去を行う。光波トラ

ンシットを使用して、 III層から出土した早期遺物の取り上げを開始した。

9月下旬、早期住居 (1H) をIII層で検出し、精査を開始した。

10月初旬、調査区南西部で後期の集石遺構を検出。

11月1日、調査器材を当センターに移動して、作業員を使っての作業を終了した。一部遺構実測等

が残ったため、 11月5日,..__,,8日まで残務整理を行った。

11月8日、発掘調査を終了する。

第2章 遺跡の地理・地形・層序

第1節 遺跡の地理・地形

（野村）

西張(2)遺跡の所在する福地村は青森県の南東部に位置し、東・北は八戸市、西は名川町、南は南郷

村に接する。東南東方約17kmには階上岳か、南西方約12kmには、名久井岳か所在する。

本地域の地形は、馬淵川と、その両岸の河岸段丘によって特徴づけられる。岩手県北東部葛巻町を

源とする馬淵川は、青森県三戸郡名川町諏訪ノ平付近で北東へと方向を変える。名川町福田付近から

蛇行を繰り返し、遺跡の北東約 3kmの地点で沖積地に入り、太平洋へと注ぐ。

この地域の段丘群は、上位より天狗平段丘、高館段丘、根城段丘、田面木段丘、名久井段丘に区分

されている（大池・中川 1979)。遺跡をのせる段丘は田面木段丘に相当する。田面木段丘は、段丘

構成層の上に、高館火山灰・及び完新世の火山灰をのせる。本段丘は八戸市田面木付近を模式地とし、

標高10m程度であるか、上流方へ向かって高度を増し、三戸付近では80mに達する。本遺跡周辺では
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西悩2)遺跡

標高30m前後、幅 3"-'500m程度である。

馬淵川右岸の段丘は枝谷によって開析され、舌状の台地をなしている。遺跡はこの舌状台地の一つ

に立地する。枝谷を挟んで南西方の台地に西張(3)遺跡か、さらに枝谷を挟んで同じ段丘上に石焼沢遺

跡か所在する。遺跡かのる台地の北縁は比高差数mの段丘崖をなしている。

第 2節遺跡の層序

本地域の基盤は、第三紀中新世の安山岩、角礫凝灰岩などの堆積岩類である。馬淵川左岸では、こ

れら基盤岩の上に第三紀鮮新世の斗川層かのる。基盤層の上には段丘構成物及び高館火山灰、八戸火

山灰 (12700士260B. P.)、及び完新世火山灰かのっている。本地域で確認される完新世火山灰は

下位から、ニノ倉 (9000B. P.)、南部浮石 (8600士250B. P.)、中振浮石（縄文時代前期中葉）、

十和田 b (弥生時代初頭）、十和田 a、白頭山の各火山灰である。十和田 a、白頭山の両火山灰は遺

構堆積土から検出される場合か多い。

本遺跡で確認した火山灰は下位から、八戸火山灰、南部浮石、十和田 b火山灰である。八戸火山灰

以外は成層状態にない。中振浮石は確認できなかったものの、これを母材の一部とする可能性の高い

黒色砂質土か発達している。

本遺跡の土層は、八戸火山灰を最下層としてVII層に細分した（図版 2・図版17)。

第 I層 黒褐色 (10YR2/2)中粒砂質シルト。 cf>3 ,,..__, 5 mmの白色浮石（十和田 b火山灰）を含む。

第IIa層 黒褐色中粒砂質シルト (10YR2/3)。I層より粘性に乏しい。調査区北半分では堆積が薄く、

II b層との区分か困難な部分もある。調査区南西部で堆積か厚い。

第IIb層 黒褐色枯質シルト (10YR2/3)。 cf>5 mm,..__, 1 cmの黄褐色浮石（南部浮石）を微量含む。

第 III層 暗褐色 (10YR3/4) シルト。 cf>5 mm"-'1 cmの黄燈色 (10YR8/8)浮石を微量含む。上下層と

の境は漸移的である。

第 N 層 黄褐色 (lOYRS/6)火山灰土。粘性なし。固〈しまっている。

第 v層 黄褐色 (lOYRS/8)火山灰土。粘性なし。固くしまっている。

第 VI層 明褐色 (7.5YR5/8)火山灰土。枯土化している。部分的に認められる。ニノ倉火山灰に類

似。

第VIIa層 明黄褐色 (10YR6/8)浮石。最大径 3cm程度。

第VIIb層 にぶい黄燈色 (10YR7/4)浮石層。最大径5mm。

第VIIC層 灰白色 (2.5Y8/2)火山灰。上位は cf>5 mmの風化した浮石だか、下位に行くに従って枯土

化する。

第VII層は八戸火山灰に相当する。上述した各層のうち、 I,,..__, II層より縄文時代早期～後期の土器、 III

層より早期の土器か出土した。 IIa層中に後期の、 III層中に早期の生活面か存在したものと考えられ

る。 （中村）

註 上記火山灰の年代は大池・中川 (1979)、松山 (1983)、青森県教委 (1994)による。
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　検出された遺構は、縄文時代早期・後期を主体とし、住居跡9軒（早期 6、後期 2、後期末～晩期

初頭 1 )、土坑33基（うち、早期 2、後期 3 )、焼土 2基、集石（後期)、溝1条（時代不明)、畝状遺

構（時代不明)、道路状遺構（時代不明）である。早期の住居跡からは炉跡は検出されなかった。

第1号住居跡（図4～図 6 、図版 1）

 [位置] ⅢＤ－18・19に位置する。[確認] Ⅲ層中で周囲に比較して南部浮石を多く含む、黒褐色土

の範囲を確認し、トレンチにより落ち込みであることを確認した。[重複] 認められない。[平面形]

壁柱穴（後述）の配置から隅丸方形を呈すると考えられる。上場は後述するように堆積土と壁の判別

が難しかったため掘りすぎ、円形に近いものとなってしまった。

第 3 章　検出遺構と出土遺物

第１節　縄文時代の遺構
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／！レ f 似5mmの南部浮石 1%含いしまりあ'),稀に炭化物を含も。炭化ク J✓ ：出土層3
咄杜砂質／！レト しまりあり 3
／ル 1、 ¢5 mm~ 1 cmの南部浮石 3%含むC しまりあり。部分的に褐色 (JOYR4/4:1/ルトを斑占状に含む3

図4 第 1号住居跡
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 [規模] 長軸3.34ｍ、短軸3.50ｍ。深さ約55cmである。床面積は6.3㎡である。[堆積土] 7層に細分

された。第1層には南部浮石が多く含まれ、下位層には含まれない。5～7層は壁との境界を明瞭に

識別することが困難であった。[壁] 底面から丸みをもって、開き気味に立ち上がる。[床面] 中央部
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図5 第 1号住居跡出土遺物(1) (1/3) 
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第 2 号住居（図7、図版1）

 [位置] ⅡＴ26～27・ⅢＡ26～27に位置する。[確認] Ⅲ層中で黒褐色土の落ち込みとして確認した。

 [平面形] 西側が若干膨らみ、円形に近い方形を呈する。[規模] 長軸 3ｍ86cm、短軸 3ｍ26cm、深

さ69cmを計り、主軸方位はＮ―88°―Ｅ、床面積は約8.3ｍ３である。[堆積土] 4層に分層した。[壁]

緩く外傾して立ち上がる。[床面] 中央付近から北東側壁にかけて約10°の傾斜で立ち上がる。全体

的には若干の凹凸があるが、ほぼ平坦面を形成する。[柱穴]側壁立ち上がり部分に、15個の柱穴を

検出した。[出土遺物] 堆積土から縄文時代早期中葉の土器片と三角柱状磨石が出土した。周辺から

の流れ込みと考えられる。なお、セクションの遺物は投影図である。[時期] 早期中葉と考えられる。

付近はタタキ状に踏み締められており周囲に行くにしたがって柔らかくなる。Ⅵ層を床面とする。

[柱穴] 壁際に28個のピットが検出された。壁柱穴と考えられる。[出土遺物] 堆積土から土器片、礫

石器等が出土した。土器片はいずれも周辺から流れ込んだ状況を呈する。土器片は縄文時代早期中葉

のものである。また覆土中から炭化クルミが出土した。床面直上からは炭化物が少量検出された。

[時期] 確認面、堆積土、周辺の出土遺物、堆積土出土遺物より考えて早期中葉と考えられる。

第 3章 検出遺構と出土直物
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第3号住居跡（図 8、図版2 ）

 [位置] ⅢＡ－23・24、ⅢＢ－23・24に位置する。[確認] Ⅲ層中で、周囲に比較して南部浮石の集

中する暗褐色土の範囲を確認し、トレンチにより落ち込みであることを確認した。

 [重複] 認められなかった。[平面形] 掘りすぎたため不整な形状を呈しているが、本来は隅丸長方

形か楕円形であったと考えられる。[規模] 長軸（4.90）ｍ、短軸（4.54）ｍ、深さ約60cmを計る。

床面積は10.8㎡である。[堆積土] 2層に分層された。第1 層は南部浮石を多く含む。第2層は壁・

床と土色・質が近似し、境界を明瞭に識別することは困難であった。[壁] 北壁・西壁は底面から丸

みを持って立ち上がる。[床面] 明瞭な床面は認められなかった。床面はⅥ層中であったと考えられ

第 3章 検出遺構と出土遺物
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る。[柱穴] 壁際から11個のピットを検出した。壁柱穴の可能性が高い。[出土遺物] 堆積土から土器

片、礫石器が出土した。土器片はいずれも早期中葉の土器で、流れ込んだ状況を呈している。

［時期］検出面、堆積土、周辺から出土した遺物等から考えて、早期中葉と考えられる。

第 4号住居跡（図9～図12、図版2～ 4 ）

 [位置] ⅢＯ－27・28、ⅢＰ－27・28に位置する。[確認] Ⅱ層下位～Ⅲ層で黒色土の円形の落ち込

みを確認した。[平面形] 一部が調査区外に位置するが、円形を呈すると考えられる。[規模] 径約5.50

ｍ、深さ約20cmを計る。[堆積土] 3 層に細分された。[炭化材] 床面から浮いた状態で炭化材が出土

した。柱材と考えられる。住居中央方向に向かって倒れていた。[壁] 床面からまっすぐ立ち上がる。

[床面] 第Ⅲ層を床面とし、軟弱である。中央には3.2ｍ×2.2ｍ、深さ10cm弱の落ち込みが認められ、

土が埋められていた。[柱穴] 床面から 9基のピットが検出された。規模・配置から考えて、ピット

 3～ 7が主柱穴と考えられる。[炉跡] 床面中央から石囲炉が検出された。前述の埋土の上面に黒色

土を盛り構築されたものである。炉中央には土器底部が埋設されていた。

由張(2)遺跡

入

c
 4 H内

土坑 1

h
h
"
μ
n
 ロpl

C 
27 .Om 

D
 

Lゞo

心
I

}

モ
品
字
G

E

』

L
O
I
E
』

□

P

'

哀
5

如
I

}

心

0
,
`
c
f
(
-
『

]

｛

1

ミ
鱈
i

c
,

兵`
{
-
0
6
]
-
1

ミ
詈
沃

。
こ
〗
丑5
心
「
こ
。
，
c`
f
(
-
i
]
,
-
1
[

＼
芦
＿f言
菫

。

1
咋
三

5
)
謳
茫
ご
ご

E
E
[
[
(
9
`
(
＇f
u
i
]

，
-⇒[
＼
〗
｀
怠
戸
来
廿

。
1
咋
ぷ
t

二
心
詫
恒
p

u

E

5

0

。
[
-
ぶ

[

-

I

]

-

1

[

＼
聟
―

q
i

｀
 

咋
胃
蓋
二
，
翌
三
三
愕
竺
[
-
'
）
[
1
旨
5

豆
。
こ
こ
]
一
1
[

＼
竺
竺
認
丑

心
こ
二

ご
言
ご
°
]
紅
嗅
翌
塁
三
琶
口
心
＿
言
e昌
5

Q

。

([I:
｛

ミ

＼

心
釦
攀
屯
ぎ
ミ
'
「
-
[
、
謬
臼
璽

''1-B

喜
こ
旦
塁
G

E

3

[

／

U
l
F
5

へ）一
1

ミ
詈
□

廿

。

1
咋
翠
[
-
}
吐
巨
茫
ぐ
9
E
E
5
1
E
F
[
P、-
1
[＼
}
〗
怠
臼
言

。̂‘↑
E-
f
9
 

,
-
↓
{
＼
戸
↓
=
[
翌
テ
ニ
]
～
↑
[
=
乞
[
-
辺

叫＇

迄

翠主主

咄刑西：苫

詮唖芦←L翌
内名~=

ミこ
oi)
国

三
t
=
-
0
[
）
工

（
ジ
[
=
さ
[
)
如

（

5

[

塁
乞
[
-
エ

（
｛
ニ

[
E
=
-
＝
[
)
釦

三
[
〗
-
=
-
）
釦

三
三

o-̀
ミ
3

詈[̀

三豆

l-
＝
[
）
如

（

i

[

塁
さ
[
}
工

翠

旺

匿

9

翠翠定 翠

智咄岡蕊型

腟担腟腟喧
,-w = ＜二う 一--

~
 

祖

。
2m 

＊網カケ部盛士範囲

番号

深さ

1
-
6
5
 

2
-
3
3
 

3
-
5
6
 

4 

42 
5
-
6
8
 

6
-
5
3
 

7i-66 

8
-
2
3
 

9
-
8
 

ピ／卜，訂訓表

図9 第 4号住居跡(1)



－ 13 －

 [その他の施設] 前述の床面中央の落ち込み内から、住居より古いと考えられる土坑が2基検出され

た。土坑1は断面形がフラスコ状を呈し、堆積土中から複数個体の土器が破片の状態で出土した。土

坑を埋め戻す際廃棄したものと考えられる。土坑 2からは遺物は出土しなかった。土坑 1の堆積土 5

層が住居掘り方にのびていることから、これらの土坑は住居構築の際に埋められた可能性が高い。

第 3箪 検出逍構と出上逍物
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図10 第 4号住居跡(2)
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 [出土遺物] 1は炉中央におかれていた土器である。底部中央が穿孔されている。2は土坑 1 から出土

したもので、外面にＬＲ・ＲＬの原体を用いた羽状縄文を施す。3も土坑1から出土した。外面にＬＲ

縄文を横位回転し、口縁部に1条の沈線を施し、無文とする。 9は細沈線で入組文と思われる曲線文を

施す。後期末～晩期初頭の土器と考えられる。[時期] 出土遺物から、後期末～晩期初頭と考えられる。

西長2)は観

\<こ~-
＼＼  

~~. 
／し~＼

P-1・4・5・6 2 

7・12・16・18・21 

25・26 
ill O -31 I層

／ 
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.........>
＼ ／ 

8 ， 

10 
11 

゜
10cm 

□ 
~ 

12 13 

図版番号 整理番号 層 '晶"・ 時 期 施文文様及ぴ調整 内面調整 ロ径(c,) 底径(c,) 器高(c,) I倫 考

11-l 222 炉 後末～嗅初 ナデ ナテ 8 2 底部穿孔

11-2 226 士坑 1 13層 後末～晩初 〇多し R Rしによる材状縄文 ナデ 25 2 

11-3 196 土坑 l 13層 後末～晩初 沈緑 LR横位 ：カキ P-13 17 23 

11-4 223 土坑 1 13層 後末～晩初 LR横位 ナテ‘ 4 3 P-15 24 

11-5 土坑 1 13層 後末～晩初 〇多LR RLによる羽状縄文 ナテ p -3] 

]]- 6 土坑 1 13層 後末～晩初 〇多LR横位 ナ7―
r -13 

11-7 上坑 J 13層 後末～晩初 〇多LR横位 ナテ P-2 11 14 

11-8 土坑 1 13層 後末～晩初 〇多LR横付 ナデ 11 0 -27 11, I曾と接合

11-9 土坑 1 覆ナ 後末～晩初 LR横位→沈線

]]-10 床直 後末～晩初 沈線 5 遺構外遺物と接合

11-11 p It 4覆寸 後未～晩初 ミガさ ミカヤ

l l ---l 2 203 1 2 後末～晩初 〇多IR横位 口緑音〖指押苔ぇ ：ガさ

11-ll 221 2 後未～晩初 ナテ 、ガキ 5 8 

図11 第 4号住居跡出土遺物(1)
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第 3章 検出遺構と出上遺物

こ 14 
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゜
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゜
10cm 

図版番号 整理番号 層 位 長さ (cm) 幅 (cm) 惇さ (cm) 軍量 (g J lr 質 ,刀, 類 備 考

12-14 247 2 6 I 2 9 1 3 19 9 吐頁 不定形

12-15 246 2 6 4 3 3 I 3 21 2 且頁 不定形

12-16 280 （床直） II 9 9 6 8 4 1342 5 磨石 S-4 

12-17 283 2 10 9 7 6 7 6 835 1 敲石

12-18 281 2 32 4 23 5 6 7 8000 石皿

図12 第 4号住居跡出土遺物(2) 14・15 (1/2)、16・17(1/3) 18 (1/4) 
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第 5号住居跡（図13・図14、図版4 ）

 [位置] ⅡＪ－22、ⅡＫ－22に位置する。[確認] Ⅲ層中で、南部浮石の集中する暗褐色土の落ち込

みを確認した。[重複] 認められなかった。[平面形] 楕円形を呈する。

西化(21遺跡
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桔負[//レト しまリあリ，り 5mm-

1 cmの南部1平石30%含む。

／ルト しまりあり。 ~5 刑m- 1 cm 
の南部浮石微量 (2%)含む。

/Iし卜 しまりあり,o 5 mm-1 cm 
の向部浮石少量 :10%)含もC
/, 「レト しまりあ')。

番号 1 2 3 4 

屎さ ， 10 6 7 
番号 5 6 7 

屎さ 6 " 4 

ピJ 卜計測表
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早期中葉
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麗文文桟及ひ調位

ミガえ

u辱罰刻み 条哀横汀→ミガえ

整詞面胄
そ
一
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ー

キ

譴 !cm;I低怪（間 1器笥暉）1 備
?-1 
了'-5 遺蘭外P-21312133 111 -2411層
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(1/3) 
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図版番号

13~·1 
整理番号

285 
層 2 ＇ 立 長さ (cm)

16. 3 
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8.9 

1厚さ (cm)

5. 5 

重量 (g)

1007. 9 

石 質 分顆

8 d 

価

s~121 
考

図13 第 5号住居跡および出土遺物(1)
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 [規模] 長軸3.30ｍ、短軸2.07ｍ、深さ50cmを計る。床面積は4.7㎡である。

 [堆積土]  4層に分層された。第1層は南部浮石を多く含む暗褐色土である。自然堆積と考えられる。

 [壁] 底面から丸みを持って、外開き気味に立ち上がる。[床面] 明瞭な床面は確認できなかった

が、第Ⅵ層を床面とすると考えられる。

 [柱穴] 8個のピットを検出した。壁柱穴である可能性が高い。[出土遺物] 堆積土から土器片・礫

石器が出土した。土器片はいずれも早期中葉の土器で、流れ込んだ状況を呈する。[時期] 確認面・

堆積土・周辺から出土した土器により早期中葉と考えられる。

第6号住居跡（図15～図19、図版4～ 6）

 [位置]  ⅡＬ－16・17、ⅡＭ－16・17に位置する。[確認] Ⅲ層中で、南部浮石の集中する暗褐色土

の落ち込みを確認した。[重複] 認められなかった。

 [平面形] 長方形の一短辺が半円形に張り出す形態である。[規模] 長軸6.64ｍ、短軸5.3ｍ、深さ約

80cmを計る。床面積は23.3ｍ2である。[堆積土]  8層に細分された。第1層には南部浮石が多量に含

まれていた。自然堆積と考えられる。[壁] 北壁・西壁は底面からやや丸みを持って立ち上がる。南

壁・東壁は底面からやや外開き気味に立ち上がる。[床面] 半円形の張り出し部分は第Ⅴ層を床面と

し、テラス状に一段高まっていた。長方形部分は一段深く掘り込まれ、第Ⅶａ層の浮石層を掘り方底

面とし、この上に黒色土の貼床が施されていた。貼床は中央部ほど薄く、周縁部ほど厚い。なお、貼

第3章 検出逍構と,'.廿土遺物
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図14 第 5号住居跡出土遺物(2) (1/ 4) 
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床はサンプルを採取して水洗選別を実施した（付編参照）。 [柱穴] 36個のピットが検出された。貼

床が黒色土であったため、全て貼り床を除去した時点で確認した。ピット2・31～35以外は住居中央

方向に向かって傾いている。ピット2・31は鉛直方向に掘り込まれており、主柱穴の可能性も考えら

れる。しかし、長軸上にこれに対応する柱穴は検出できなかった。掘方外にも柱穴は確認できなかっ

た。[出土遺物] 早期中葉の土器片・礫石器が出土した。土器片はいずれも堆積土から出土し、住居廃

絶後流れ込んだものと考えられる。[時期] 確認面・堆積土・出土遺物等から、早期中葉と考えられる。
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第 3立 検出遺構と出土遺物
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図版番号
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図16 第 6号住居跡出土遺物(1) (1/3) 
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性1リh(2)逍跡

、

¥

I

I

_

)

ご
ー
/

\
,
＼
ー

1
|
/

〗

-
[
¥
 

ロ

／

＼

ー

一/
/
／
/
 

二

／

9

/

 

[
[
 

[
 ｛

ニ

―

―

/

三
]
}

ノ

-／／＼こ

／
 

ロ〔

／
 

ー

／

／

ー

一
＼
ー
l
_
＼‘

/
1
1

八
~
ー

／
 ／
 

/>

ー
I,

¥
 

ゞ
＼
＼
 

9.¥ 

＼
 

I¥ 

＼
 

＼
 マ

""-=~~~i/✓ 
14 

゜
10cm 

13 

~ 
15 

c=) 

ロ
17 

16 

゜
10cm 

図版番号 整理番号 層 位 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石 質 分 煩 備 考

17-13 287 8 26 2 26 6 6 4 6000 7 S~3 

17-14 301 8 22 4 27 4 4 4083 7 S -22 

17-15 291 7 9 4 8 5 3 2 259 2 8 a S-8 

17-16 298 4 8 5 7. 3 2 7 248 4 8 b S-19 

17-17 302 4 17 14 I 7 3 1807 7 7 S -23 

図17 第 6号住居跡出土遺物(2) 13・14 (1/4) 15~17 (1/3) 
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第3章 検出遺構と出士直物
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図版番号 整理番号 屑 竹 長さ (cm) 幅,,cm) 厚さ (cmI 重醤 (g) 凸 質 ,)—) 、 頬 備 考

18-18 290 4 7 3 6 7 236 7 8 d S-7 

18-19 295 4 7 7 7 5 6 339 I 8 d S -16 

1s~20 297 4 9 8 4.9 2 3 154 8 e S-18 

1s~21 305 覆土 9 3 8 4 2 5 223. 2 8 b 

18-22 294 2 15 8 12 .8 3 8 1060 4 8 b S-11 

18-23 293 2 11. 9 6 8 2 9 274 8 e S -10 

18-24 296 4 9 5 9 6 4.4 561 7 7 S -17 

図18 第 6号住居跡出土遺物(3) (1/3) 
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19-25 289 ，C ） 32 5 34 G 4 10800 7 s 5 
19-26 304 4 17 5 18 5 5 8 3167 6 7 S -25 

19-27 292 4 (床直） 14 9 13 3 4 9 1387 1 7 S -9 

図19 第 6号住居跡出土遺物(4) (1/3) 
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第7号住居跡（図20・図21、図版6 ）

 [位置] ⅢＣ－31・32に位置する。[確認] 周辺は宅地造成により削平され、Ⅰ～Ⅲ層が欠如してい

たため、Ⅳ層で暗褐色土の落ち込みを確認した。[平面形] 隅丸方形を呈する。[規模] １辺5.20ｍ、

深さ約60cmを計る。床面積は13.1㎡である。

 [堆積土] 12層に細分された。第1層中には、南部浮石が成層に近い状態で集中していた。自然堆積

の様相を呈する。[壁] 底面から丸味をもって緩やかに立ち上がる。

 [床面] 第Ⅴ層を床面とし、比較的固い。[柱穴] 壁際に16個のピットが検出された。壁柱穴と考え

られる。

第 3章 検出遺構と出十逍物
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叫立砂質／）し卜 しまりありじ心 2mm~ 5 mmの南部存石多量。 ¢5mm~lcmの南部if石少凰。略褐色 (!OYR3/も中粒砂質／ルト20%含
む。

中粒砂質／ルト

叩：砂質//し］`

中粒砂質//レし

中粒砂買ノルト

叫鳴質／ル］へ

中札砂質／）レト

しまりあり。 2mm-5 mm大の向部浮石少量 里褐色 (lOYR2/3l巾粒砂質／ルト 7%含む，
しまリあリ, ~2 mm-1 cm人の南部浮石多量。褐色 (10YR4/4)中粒砂質／ル 1、10%含む3
しまりあり。り 2mm-5 mmの南部1学石少量、り 5mm-1 cmの南郡浮石微鼠c 褐色 (lOYR4/4)中粒砂質／ルf10%含むC
しよりあり。心 2mm-l cmの南部浮石を多鼠に含も C
しまリありじゅ 2mm-1 cm大の南部浮h少嵐。賠褐色 (10YR3/4i中札砂質／ルHO%含む。
しまりあり，ゆ 2mm-l cmの南部げ石少贔含む C

図20 第 7号住居跡
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 [出土遺物] 堆積土中から土器片と自然礫が出土した。土器片はいずれも早期中葉のもので、流れ込

んだ様相を呈している。[時期] 堆積土・出土遺物から早期中葉と考えられる。

第8号住居跡（図22～図24、図版6～ 8）

 [位置] ⅢＮ32～33に位置する。[確認] 黒色土中から掘り込まれているため、Ⅲ層で床面のみを確

認した。[平面形] 北側の床面のみを検出したため、全貌は不明である。[規模] 残存部分での最深は

19cmを計る。[堆積土] 中心部付近に残存した堆積土を10層に細分した。[壁] 北壁残存部分は、ほぼ

垂直に立ち上がる。[床面] Ⅲ層上面を掘り込み床面とする。ほぼ平坦面を形成するが、中心部付近

では南側になだらかに傾斜する。[柱穴] 側壁立ち上がり部分に、4個のピットを検出した。[炉跡]

床面中央付近に地床炉を検出した。平面形は不定形を呈する。若干の堀り込みは確認できるが、明確

なものではない。[出土遺物] 床面・堆積土から縄文時代後期前葉と中葉の土器片、石鏃と不定形

石器が1点出土した。なお、セクションの遺物は投影図である。1は注口形土器の下半部で丸みを帯び

た体部と考えられる。沈線による曲線的文様を施す。丁寧なミガキにより調整され、浮彫的な文様が展

開する。内部にはナデ調整が施される。 3は並行沈線を施した深鉢形土器である。横位沈線が6条施さ

れ、沈線間にはＬＲ単節縄文を施す。6単位と思われる連続弧状文が縦位に垂下する。無文帯はミガキ

西知2遺跡
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図敗番号 整理番号 層 位 峙 期 苑文文様及び調整 内面調整 ロ怪(cmj 底径(cm) 器裔(cm) 備 考

21-1 10 早期中築 ミガ午 指押さえ p -6 

21-2 ， 早期中業 単絡1類R横位 ナテ

21-3 8 早期中葉 単絡1莉R横位 ミガキ

11-4 5 早期中葉 ナデ→条痕様の沈緑， 口唇刻み ミガわ

11-5 5 早期中葉 条痕横位 ミガさ

21-・6 I 早期中棄 条痕横位→ ミガキ ナデ

21-7 I 早期中薬 条痕横賃→ ミガ午 ミカ→令

図21 第 7号住居跡出土遺物
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により形成される。内面にはミガキ調整が施される。4は底部から直線的に外傾し、体部下半で屈曲

をもつ丸みを帯びた体部を形成する注口形土器である。沈線による曲線的文様を施す。外面は丁寧なミ

ガキにより調整され、浮彫的な文様が展開する。立体部には赤色顔料が残存する。内面にはナデ調整

が施され、接合部のナデ付け痕が顕著に残存する。[時期] 床面・堆積土遺物の出土状況から後期中

葉と考えられる。
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第9号住居跡（図25・26、図版7）

 [位置] ⅢＰ32～33に位置する。[確認] Ⅲ層で確認した。

 [平面形] 調査区外にかかるため、全貌は不明であるが、円形を呈すると考えられる。[規模] 深さ86

cmを計る。[堆積土] 11層に細分した。[壁] 緩く外傾して立ち上がるが、セクション面の北側側壁は

若干内湾して立ち上がる。[底面] Ⅳ層を掘り込み床面とする。平坦面を形成する。[柱穴] 側壁の内

側に35基、中心部に 3基検出した。Ｐ31は主柱穴と考えられる。[出土遺物] 床面・堆積土中から縄文

西伽2遣跡
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時代後期前葉と中葉の土器片、石匙、磨製石斧等が出土した。７は体部が丸みを帯びる壺形土器であ

弟 3章 検：Iい直構と：I: 土逍物

IXI 

~ 攣瓢昌
色(JO罰]7/J)中粒砂質ノJレ｝ 似lmm~ 5omの南部浮石徴

量含むC 士 1『石のしまりは並。
褐 色(IOYRZ心） 巾粒砂質//レト ¢1 mm~ 5mmの面音11浮石微

量含む。上・浮れのしまりは並。

褐 色(10YR2信＼ 中粒砂質ノルト ¢3mm~ 5mmの南部件石微

量含む。 tけ石のしまりは並。
4層里 褐 色(10YR2/2) 巾粒砂質/!し卜 心5mmの南部浮石微量含む。

土は固〈しまり，浮石のしまりは並。

5層暗 褐 色:,lOYRJ/4) 中粒砂質／ルト 心5mmの南部介石微量含むし

土は固（しまり、 1乎石のしまりは並。
6層里 色(IOYR2;I) 中粒砂質／ルト 令3mm~ 1 cmの南部浮石微

量含む。土・浮右のしまりは並C

7層里 褐 色』OYR2/3) 中粒砂質//レト ゅ3,m~1 cmの南部浮石少
贔含む3 土，存石（/)しまりは並。

8屑里 褐 色(IOYR3/lI 中粒砂質//しfゅ3me~ I cmの南部存石少
量含む。上は固〈しまり， il石のしまりは並。

9層里 褐 色：」OYR213) 中粒砂質//レ｝ 心3mm~[caの両部存石少

量。土は固〈しまリ、浮石のしま＇）は並。

10屑里 褐 色!10YR3/1) 中粒砂賀ノルト 令5mmの南部1『石微量含む。

土は固〈しまり、浮石のしまりは並。

II層届 褐 色i10YR3/3i 中粒砂質／ルト ¢J,m~) C『の南部＃石多
量含むe 土は固〈しまり、浮石のしまりは並。
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る。沈線による曲線的文様を施す。沈線間はＬＲ0段多条縄文を施した縄文帯とミガキによる無文帯

から形成される。内面はナデにより調整される。[時期] 床面出土遺物から縄文時代後期前葉～中葉頃

と考えられる。

第2号土坑（図27、図版7 ）

 [位置] ⅡＧ－14～15・ⅡＨ－15に位置する。[確認] Ⅲ層上面で確認した。[平面形] 楕円形を呈す

る。[規模] 長軸4ｍ32cm、短軸2ｍ 6 cm、深さ1ｍ68cmを計る。[堆積土] 17層に細分した。自然堆

積と思われる。[壁] 長軸では、中位に窪みを持つが、坑底部から緩やかに内傾して立ち上がる。短

軸では、坑底部から開口部にかけて大きく外傾して立ち上がる。

 [底面] 平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 詳細は不明。

第3号土坑（図28、図版7）

 [位置] ⅡＳ－20に位置する。[確認] Ⅱ層下位からⅢ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。[重複]

認められなかった。[平面形] 円形を呈する。[規模] 径約2ｍ13cm、深さ110cmである。[底面] Ⅶ層

を底面とし、平坦である。[壁] 底面からほぼ垂直に立ち上がる。

 [堆積土] 23層に細分された。基本層序Ⅱａ層に類似する、黒色砂質シルトを主体とする。壁際では

壁を構成する火山灰土の崩落土と黒色砂質シルトが互層をなし、自然堆積と考えられる。

 [出土遺物] 土器片、石鏃が堆積土中から出土した。土器片はいずれも早期中葉のもので、本遺構廃

絶後に流れ込んだものと考えられる。[時期] 不明。

西弘(2)遺跡

5, ● 

且翫番号 整理番号 層 I古~ 時 期 籠文文様及ひ調整 円面調整 I口往icm)I底怪(cm)I器裔(cm) 信 考

26-9 234 ， 後期中葉 LR 0段多条沈線ナテ ：ガわ

26-10 236 ， 後期中葉 LR桐位凡線 ミカcl:

26-11 201 6 後期前葉 ナテ~ ナテ I I 3 4 I i最大怜38cm 
26-12 237 3 後期中葉 LR構位 ミガわ

14 

こ 13 

゜
(1/2) 

゜
5cm 

゜
10cm 

図版番号 I 整理番号 I 層 位 I長さ (cm) 幅 (cm) 厚苔 (cm) 重量 (g) 石 質 分 類 備 考

25-13 I 249 I 1 I 4 7 4 7 1 2 20 5 瑾頁 石匙 ① 

26-14 I 250 床直上 I 8 4 2 7 117 5 緑細1疑 磨製わ斧 基部欠損②

図26 第 9号住居跡出土遺物(2) (1/3) 
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第 4号土坑（図29、図版8 ）

 [位置] ⅡＩ－17～18に位置する。[確認] Ⅲ層上面で確認した。[平面形] 撹乱により一部破壊され

ているが、隅丸方形と推測される。[規模] 長軸2ｍ32cm、短軸1ｍ10cm、深さ36cmを計る。[堆積土]

黒色土に褐色土がブロック状に混入することから、人為堆積の可能性が考えられる。[壁] 緩く外傾し

て立ち上がる。[底面] ほぼ平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第5号土坑（図29、図版8 ）

 [位置] ⅡＩ－15・ⅡＪ－15に位置する。[確認] Ⅲ層上面直下で確認した。[平面形] 文化課試掘ト

レンチに切られているため全形は不明である。[規模] 最深部で16cmを計る。[堆積土] 3層に分層し

た。自然堆積と思われる。[壁] 緩く外傾して立ち上がる。

 [底面] ほぼ平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 不明。
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第6号土坑（図29、図版8）

 [位置] ⅢＣ－17・18に位置する。[確認] Ⅲ層上面で確認した。[重複] 認められなかった。[平面

形] 溝状を呈する。[規模] 開口部で長軸3.60ｍ、短軸0.70ｍ、底面で長軸4.0ｍ、短軸0.12ｍを計る。

深さは1.50ｍで、Ⅶ層を底面とする。[堆積土] 13層に細分された。黒色砂質シルトと壁を構成する

火山灰土の崩落土の互層で、自然堆積の様相を呈する。[時期] 不明。
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 [位置] ⅢＥ－18・19、ⅢＦ－18・19に位置する。[確認] Ⅱａ層で確認した。

 [重複] 10号土坑と重複する。本土坑が古い。[平面形] 7号土坑は、10号土坑に切られているため

不明である。10号土坑は楕円形を呈する。[規模] 長軸 2ｍ66cm、深さ 1ｍ12cmを計る。10号土坑は

長軸1ｍ96cm、短軸78cm、深さ28cmを計る。[堆積土] 7層に細分した。10号土坑は2層に分層した。    �

 [壁] 坑底部から中位にかけて北東部では緩く外傾し、南西部では垂直に立ち上がる。中位から開口部

にかけては、若干の屈曲を有し外傾する。10号土坑は緩く外傾して立ち上がる。

 [底面] 両土坑ともほぼ平坦である。[出土遺物] なし。

 [時期] 不明。

第7号土坑・第10号土坑（図30、図版8 ）

第3章 検出直構と出土直物
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第8号土坑（図30、図版8・ 9 ）

 [位置] ⅡＲ－17・ⅡＳ－17に位置する。[確認] Ⅲ層上面で確認した。[平面形] 円形を呈する。

 [規模] 長軸90cm、短軸82cm、深さ66cmを計る。[堆積土] 4 層に分層した。自然堆積と思われる。

 [壁] 緩く内傾して立ち上がる。[底面] 若干の凹凸はあるが、ほぼ平坦である。

 [出土遺物] なし。[時期] 不明。

第9号土坑（図31、図版9）

 [位置] ⅡＦ－15・ⅡＧ－15に位置する。[確認] Ⅲ層上面で確認した。[平面形] 調査区外にかかる

ため不明である。[規模] 最深部で1ｍ86cmを計る。[堆積土] 20層に細分した。自然堆積と思われる。

 [壁] 坑底部から中位にかけて窪みを持つが、緩く外傾して立ち上がる。中位から開口部にかけて大

きく外傾して立ち上がる。[底面] 平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 不明。
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第11号土坑（図32、図版 9 ）

 [位置] ⅡＱ－26・ⅡＲ－26に位置する。[確認] Ⅲ層で確認した。[平面形] 円形を呈する。[規模]

長軸1ｍ38cm、短軸1ｍ32cm、深さ28cmを計る。[堆積土] 3層に分層した。自然堆積と思われる。

 [壁] 緩く外傾して立ち上がる。[底面] 平坦である。

 [出土遺物] 1層から粗製土器片が1点のみ出土した。[時期] 不明。

第12号土坑（図32、図版9）
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第 3章 検出直構と出土直物
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固〈しまリあり。心 1mm~]cm の南詞『石少量， ，'-f- 石のしエリ』';,

固〈しまりあリ。心 Inm~2 ぐm の市謡占石多鼠'i『右のしま＇）『。
やや固〈しまリあり。 (iI mm~ 1 cm(/)南部丘イ:,i敗量。庄石のし c:''i叫，

固〈しまりあり，心 2mm~ I cmの南部｛手石微罹凸石のしま 'i,1「く）
固〈しよりあり。心 Iom~ I cmの南音i¥J石少量,;J1i<7)しま＇）主 3

固〈しまリあり。 <:i2 nm~ Zcm(/)南部占ゎ少箪'if-石のしまり』。
囚〈しまりあリ。里褐色 !O¥R2/2 i 中粒砂質 ✓ )レ｝を―lc1 1ク，人に少量、,)Im門~Iじn(/)南部斤li少量含も。）-［石の

図31 第 9号土坑
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 [位置] ⅡＱ－26・ⅡＲ－26に位置する。[確認] Ⅲ層で確認した。[平面形] 円形を呈する。

 [規模] 長軸1ｍ34cm、短軸 1ｍ28cm、深さ31cmを計る。[堆積土] 3層に分層した。自然堆積と思

われる。[壁] 緩く外傾して立ち上がる。[底面] 平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第13号土坑（図32、図版9 ）

 [位置] ⅡＳ－22に位置する。[確認] 調査日程の都合上、早期の遺構面まで掘り下げⅢ層で確認した。
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1層里 色(JOYI翌/J: 中柱砂賃//レトし；； i)やや
ぁ'),,

2層里 色(10¥R17 / l)中礼砂質/IvIへしまりあリ。
3層里 褐 色 i10¥1(1/3) 中粒砂員／＇レし しま＇）やや

あり C

l層里 色日O¥R2/l) 中じ砂賃//し、しまりあり c 6 5皿,-2co 
の丘石10%含い

2屑 に心ヽ し＼罰褐色 IJOYR4/3J 中村~砂員／｝レし しまりあり。
3層里 褐 色 IIOYR2/2; 叫砂少質;.,!レト しま＇）あリ。ゆ! cm-2c可

の/J石30%含も。
4層暗 褐 色I10YR3/ 4) 中村~砂質／！レ＇ しまりあり。い 1,,11の合石

]5%含む。

］層里 色(!OYR2/l) 中粒砂質／ルトやや固〈しまりあり。り 1
mm~I cm大の酎部片石少蓋。

2層里 褐 色(10¥R2/2 中粒砂質//レ 1へ 固〈しまリあリ。心 1mm~ 
l国大の南仰浮石少贔

3層賂 褐 色(10YR3/3) 中柱砂質／ルト固〈しまりあり。り !mm~
I cm大の南部浮石少蓋。
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図32 第 11 ・ 12•13•14号土坑



－ 35 －

 [平面形] 円形を呈する。[規模] 径1.23ｍ、深さ21cmである。[底面] Ⅳ層を底面とし、平坦である。

 [堆積土] 4層に細分された。黒色の砂質シルトが主体で、自然堆積の様相を呈する。

 [出土遺物] なし。[時期] 不明。

第14号土坑（図32、図版 9・10）

 [位置] ⅡＮ－27に位置する。[確認] Ⅲ層で確認した。[平面形] 隅丸方形を呈する。[規模] 長軸

 1ｍ26cm、短軸1ｍ24cm、深さ20cmを計る。[堆積土] 3層に分層した。自然堆積と思われる。[壁]

緩く外傾して立ち上がる。[底面] 平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第15号土坑（図33、図版10）

 [位置] ⅡＨ－23に位置する。[確認] Ⅲ層で確認した。[平面形] 調査区外にかかっているため不明

である。[規模] 最深部で78cmを計る。[堆積土] 15層に細分した。自然堆積と思われる。[壁] 緩く

外傾して立ち上がる。[底面] 若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 不

明。

第16号土坑（図34、図版10）

 [位置] ⅢＮ－25・26に位置する。[確認] Ⅲ層で黒褐色土の落ち込みを確認した。

第 3章 検出遺構と出土遺物

c
 

C 
I tJJ―27m 

I ► 
II H -23 l層里 色(lOYRl7/1)叫叫質／），卜 やや図〈ややし

X まりあり。ゆ 1mm~5 mmの声謡五
石微量。

2層里 色 (10YR2/1) 中粒砂質1/)レト やや固〈しまリ

D 

@ 
あり。心 Imm-7 m, の雨節存石少

量。
詣 3層里 色(10YR2/1: 中粒砂質ノルト やや固〈しまり
咲 あり。心 Imm~ 5 mmの南部浮わ微
図 量。里褐色 (10YR2/2)中粒砂質／
筵 ルトをブロ／ク；1人て20%含む。
字 4層里 色:10YR1/1) 中粒砂質ノルト 固くしまリあり。

ltd ¢1 mm-5 mmの南部浮石微量 3

5層里 褐 色：JOYR2/2 ! 中粒砂質／ルト やや固〈しまり

D あリ。ゆ 1mm-2詞大の酎音詞右

微量。

6層里 色(10YR2/1) 中粒砂質//し｝、 固〈しまりあり。

,! 1 mm~1 cm大の南部浮石微量c
にふい闘褐色 (!OYR4り）細粒砂質

／ル｝をプロノク状て20%含む。

7層里 褐 色〈JOYR2/2) 中粒砂質／ルト やや固〈しまり

あり。心 Imm-5mm大の南紐浮石
似＇叫里口 。

2m 8層里 色(JOYRZ/1) 中粒砂質／ル：、 やや固〈しまリ

あり。心 1mm~2mm の南部浮石微

量。賠褐色 (10YR3/4)中粒粘j質

／）レ｝を 5mm-3 cm大のプロ／ク

状て5%含む 3

9層里 色(!OYR2/l) 中粒砂質／ル｝ やや固〈ややしまりあリ。

10屈里 色 (IOY~2/l) 中粒砂質ノルト 固〈しまりあり。心 1mm-5 mm大の雨部浮石憬最 C 賠褐色 I1 OYR3/ 4 ! 中粒粘士質ゾバレトを心 Icm-4cm大のブロノク
状て30%含む。

II層皇 褐 色 (lOYRZ/2) 中粒砂質／ルト 因（しまりあり。ゆ lmm~5 mmの南詞序石徽最。賠褐色 (lOYl¥3/4)中料杞土乳/Iレ］、を ¢lcm~5 cmのブロノク状て

80%含む。

12層匡 色(lOYR2/l) 中莉砂質／ルト やや固〈しまリあり。 ~1 mm-3 mmの南部げ石微量3

13層皇 褐 色 (JOYR2/2) 中杜砂質／）レト やや固くしまりあり。陪褐色(!りYR3/4)中粒粘上質／ルトを心 2cmのブロノク状て70%含む C

14層里 褐 色(10YR2/2) 中粒砂質／｝レト やや固〈しまりあり，賠褐色 (IOYR3/4)中莉粘＿十質//レトをり 4cm(!)ブロノク状て60%含も C

15層暗 褐 色』OYl,3/4) 叫況土質／ルト 固〈しまりあり。心 4cm~5 cm のブロノク状て層になっているく）里褐色 (10YR2/2) 中粒砂質//レ，• か微贔混しっ

ている。り 3mm~ 1 cmの雨謡浮石微量含も。

図33 第15号土坑
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／＇レト しまりあり,o Im,~ 5『『(J)互石を少量。
/! レ， しまリあり＂心 lm『~lcm(l)[j'J部§石少量。
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里褐色 10YR2/3;'"'1, トをブロ ク収に含む。
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//レト しまりもり。 6lm~5 

;,-1レし しまリあり 1) I mm~3 

兒色：10¥R2/2)ノルトを麗状に含し m

//レト :, まリあり。心 lmm~3mmの南部1卓万微量。

//レし しまリあり。り lmm~3mmの向音1紅『石啜量。
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図34 第16•17•18号土坑
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 [重複] 17号土坑と重複し、本土坑が古い。[平面形] 楕円形を呈すると考えられる。

 [規模] 短軸1.2ｍ、深さ33cmである。[底面] 若干の凹凸がある。

 [壁] 底面からほぼまっすぐ立ち上がる。[堆積土]  2 層に細分された。基本層序Ⅱｂ層に類似する

暗褐色シルトを主体とし、自然堆積の様相を呈する。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第17号土坑（図34、図版10）

 [位置] ⅢＮ－25・26に位置する。[確認] Ⅲ層中で暗褐色土の落ち込みを確認した。

 [重複] 16号土坑と重複し、本土坑が新しい。[平面形] 円形を呈する。

 [規模] 開口部で1.9ｍ×1.7ｍ、深さ 1ｍ27cmである。[底面] 不整な形状を呈する。

 [壁] 凹凸が激しく、全体としてやや外傾する。[堆積土] 15層に細分された。基本層序Ⅱｂ層に類

似する暗褐色シルトを主体とする。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第18号土坑（図35、図版10）

 [位置] ⅢＯ－29に位置する。[確認] Ⅱ層下位で黒色土の落ち込みを確認した。

 [重複] 認められなかった。[平面形] 円形を呈する。[規模] 開口部で径1ｍ80cm、底面で2ｍ12cm、

深さ1ｍ40cmである。[底面] Ⅶ層を底面とし、平坦である。[壁] 底面から内傾して立ち上がる。い

わゆるフラスコ形である。[堆積土] 23層に細分された。基本層序Ⅱａ層に類似する黒色砂質シルト

第 3章 検出遺構と出」・遺物
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図版番号 梓理番号 層 位 時 期 施文文様及ひ調整 内面調酪 ロ径(cm) 底怪(cm) 器高I"I 備 考

35-1 255 6 7 後期 〇多LR横位 ナデ

35-2 254 4 後期初頭 ん線 RL充填 ミガキ

35-3 257 4 後期 縄 ILRI Ill向圧痕 ナテ

35-4 256 3 後期初頭 R L→沈線 ミカ斉

35-5 258 3 後初～前葉 折返口稼 L横位 沈緑 ミカ‘共

35-6 3・確認即 後期初頭 RL→沈線 ミガ午

35-7 3 後期初頭， RL→沈線 ミガキ

35-8 3 後期初頭 Rし→沈線 ミカt
35-9 確認面 後期 ナデ ナデ

図版番号 1 整理番号 1 層 位 1長さ (cm)

35 --10 309 22 10. 5 

師品 (cm) 

10.8 

厚苔 (cm) J重量 (g)

s. s I 904 口山岩質 1 分凹石災頁 I sり， 考

図35 第18号土坑出土遺物 (1/3) 
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を主体とする。壁の火山灰土の崩落土が認められ、自然堆積と考えられる。[出土遺物] 堆積土上位か

ら土器片・凹石が出土した。土器はいずれも後期前葉のものである。確認面には角礫が認められた。

 [時期] 出土遺物・堆積土の様相から考えて、後期前葉かそれ以前と考えられる。

第19号土坑（図36、図版10・11）

 [位置] ⅡＱ－28～29・ⅡＲ－28～29に位置する。[確認] Ⅳ層上面で確認した。

 [平面形] 不定形を呈する。[規模] 長軸4ｍ96cm、短軸3ｍ64cm、深さ46cmを計る。

 [堆積土] 3層に分層した。自然堆積と思われる。[壁] 緩く外傾して立ち上がる。

 [底面] 若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。[出土遺物] 縄文時代早期中葉の土器片が数点出土

した。[時期] 堆積土、出土遺物から縄文時代早期中葉と考えられる。

西張(2)直跡
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図散番号 終理番号 層 位 叶 期 扉文文様及び調整 内面調整 口怪icm) 底怪(cm) 器裔(cm) 備 考

36-1 3 早期中葵 ロ唇剖刻み 条痕 ミガ午 P --14 

36-2 262 3 早期中葉 ミガ内 ミガわ

36-3 264 3 早期中葉 爪形剌突 ミガわ P-19 

36-4 261 3 早期中葉 ミガわ ミガわ

35~5 263 3 早期中葉 RLR横位 ミガ令

36-6 260 3 早期中葉 条痕横位 ミカ＂え P-17 

36-7 3 早期中葉 条痕横位→111杉刺突 ナテ P-22 遺構外IIR 29と接合

36-8 198 2 早期中葉 条痕梢位 ミガヤ p -6 遺構外P-1208と接合

36-9 2 犀期中葉 ミガわ ミカJc

図36 第19号土坑および出土遺物
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第20号土坑（図37、図版11）

 [位置] ⅢＭ－23に位置する。[確認] Ⅲ層中で確認した。[重複] 認められなかった。

 [平面形] 円形を呈する。[規模] 径 1ｍ30cm、深さ1ｍ 2 cmを計る。[底面] 平坦である。

 [壁] 底面からやや外傾して立ち上がり、中位でさらに外傾して立ち上がる。[堆積土] 16層に細分

された。基本層序Ⅱｂ層に類似する暗褐色土を主体とし、壁の火山灰土の崩落土が認められる。自然

堆積と考えられる。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第21号土坑（図38、図版11）

 [位置] ⅢＪ－21・22、ⅢＫ－21・22に位置する。[確認] Ⅲ層中で黒色土の落ち込みを確認した。

 [重複] 認められなかった。[平面形] 溝状を呈する。[規模] 開口部で長軸2ｍ50cm、短軸1ｍ10cm

である。[底面] 第Ⅶ層を底面とし、長軸方向ではほぼ水平である。[堆積土] 25層に細分された。基

本層序Ⅱａ層類似の黒色砂質シルトを主体とし、壁の火山灰土の崩落が認められる。自然堆積と考え

られる。[出土遺物] 堆積土上位から早期中葉の土器片が出土した。本遺構廃絶後に流れ込んだもの

と考えられる。[時期] 不明。

第22号土坑（図38、図版11）

 [位置] ⅡＫ－25・26、ⅡＬ－25・26に位置する。

 [確認] Ⅲ層中で黒色土の落ち込みを確認した。調査日程の都合により、早期の遺構面まで掘り下げ

て確認作業を行ったが、本来の掘込み面はⅡａ層中にあったと考えられる。

 [重複] 認められなかった。[平面形] 円形を呈する。[規模] 開口部で径1ｍ45cm× 1ｍ40cm、深さ

59cmである。[底面] Ⅳ層を底面とし、平坦である。[堆積土] 分層されなかった。基本層序第Ⅱａ層

に類似する黒色砂質シルトである。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第 3章 検出遺構と出十遺物
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図37 第20号土坑
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第3章 検出逍構と出土遺物

第23号土坑（図38、図版11・12)

［位罹] II J -24に位罹する。［確認] III層上面で確認した。［重複］認められなかった。

［平面形］円形を呈する。［規模］径 1m40cm X 1 m 70cm、深さ81cmである。［底面］第v層を底面と

し、平坦である。［壁］底面からまっすぐ立ち上かり、中位から外傾する。［堆積土〕 10層に細分され

た。基本層序IIb層に類似する暗褐色シルトを主体とする。［出土遺物］なし。［時期］不明。

第24号土坑（図39、図版12)

［位憧] III H -30・31に位憧する。［確認] III層で確認した。［平面形］円形を呈する。［規模］長軸

1 m60cm、短軸 1m54cm、深さ 1m44cmを計る。［堆積土]24層に細分した。自然堆積と思われる。

［壁］坑底部から中位にかけて緩く内傾し、中位から開口部にかけて緩く外傾する。［底面］平坦で

ある。［出土遺物］縄文時代早期中葉の土器片か数点出土した。［時期］不明。

第25号土坑（図39、図版12)

［位置] III I -30に位置する。［確認] III層で確認した。［平面形］円形を呈する。［規模］長軸 1m30 

cm、短軸 1m25cm、深さ 1m28cmを計る。［堆積土]26層に細分した。自然堆積と思われる。

［壁］坑底部から中位にかけて緩く内傾し、中位から開口部にかけてはほ垂直に立ち上かる。

［底面］平坦である。［出土遺物］縄文時代後期の土器片か数点出土した。

［時期]23層から土器片か出土していることから、縄文時代後期の遺構と考えられる。

第26• 27号土坑（図40、図版12)

［位置] IIIJ-31に位置する。［確認] III層で確認した。［重複]26号か27号を切る。

［平面形］楕円形を呈する。［規模]26号は長軸 2m88cm、短軸 1m 13cm、深さ 1m46cmを計る。 27号

は深さ 1m22cmを計る。［堆積土]26号は19層、 27号は 9層に細分した。自然堆積と思われる。［壁]26 

号は坑底部から若干の凹凸はあるか、緩く外傾し、坑底部から 3分の 2の位置で大きく外傾する。 27号

は坑底部から緩く外傾する。［底面］凹凸かあるか、はは平坦である。［出土遺物］なし。［時期］不明。

第28号土坑（図40、図版12・13)

［位置] IIIH-31・III I -31に位置する。［確認] III層で確認した。［平面形］楕円形を呈する。

［規模］長軸 2m28cm、短軸80cm、深さ40cmを計る。［堆積土] 3層に分層した。自然堆積と思われる。

［壁］緩く外傾して立ち上かる。［底面］若干の凹凸があるか、はぱ平坦である。

［出土遺物］縄文時代の土器片数点、不定形石器が 1点出土した。［時期］詳細は不明。

第29号土坑（図41、図版13)

［位置] IIIK-30,..___,31に位置する。［確認] III層で確認した。［平面形］円形を呈する。

［規模］長軸 1m45cm、短軸 1m40cm、深さ42cmを計る。［堆積土] 5層に分層した。自然堆積と思

われる。［壁］緩く外傾して立ち上かる。

［底面］平坦である。［出土遺物］三角柱状磨石か 1点出土した。［時期］不明。
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色 (JOYR3/3〉
色(1位R4/4;

色(10YR4/6)

色：10YR6/6) 
色 (JOYR3/2)

褐色 (10YR4/4)

里色 (10¥R2/1)

,'こ，、い黄褐色 (10¥1応/1)

時期

旱即中良

色 (10YR1/2) 中粒砂質//'✓ ト しまりあり C 南部浮石JO%,
色 (IOYR2/l) 中粒砂質/Iゾト しまリあり。南忍l¥11'石10尻，

色 (JOYR2/I 7)中粒砂質//v: しまリあり。南部丘石JO%。

色 (!OYR2/3) 中朽砂質／ルト しまリあり。雨部浮石7%, 

色：1011,3/3 I 中11砂賃／ルトと里褐色 (10YR2/3)中も!¥'y虹／

ル1刀贔しり介ぅ 3 南部尋石15%。

中粒砂貨//ン｝と語褐色，JOYl(J/3)中粒砂質／

ルトか贔しり合） 3 南部浮石JO%。

中粒砂質//'✓: しこりあり。褐色 (JOYR4/4) 

巾粒砂質／レc15%, o i mm-l cmの両部存石
20%, 

中札 lへ しまリあリ。角部浮石10%。

中粒妙質/1レし しまりあり。南部浮も20%。

中吐砂質/1レト しまリあり。南部浮石 7%。

里褐色 (JOYR2/3)中粒妙質//レ '5%。

中粒砂質/Iレ、 しまりあリ。南詞r『石2%,

褐色(10YR4/6)中粒砂質／ルト40%,

中吐砂質／ルト 向部浮石 5%。翌叶も色 (JOYR
5/6) j 1し卜30尻。

中粒砂質1/)レ｝ しまりあり。南部浮石3%, iこ,;、い員拾亡'.JO¥R6/が中粒砂

質／）レ 1、5%、褐色 !JOYR4/6)中粒砂質／し '5%, 

紐柱砂質／ルト しまりあり C

叫渇質／）レト しまりあり C 向罰浮l,5%。褐色!lOYR4/4 I中［砂質／），卜
40%, 

叫諏質／｝レト

吋砂質／ルト

叫立砂質1/1, Iへ
c 10%, 
詞砂質／し 1ヽ

叫砂質／）レ k

）レ l50%。
叫砂質/ivIヽ

叫砂質//し 1、

匹砂質//レ

質／ル 1へ30%。

叫J砂質//レト

里

里

里

里

陪
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褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

色：IO¥R3/ 4) 

色 (JOYR2/2)

色：JOYR3/3 j 
色 (10¥RZ/2)
凡(JOYR3/4)

色l(IOYR4/4〉

色'.IOYR3/4) 

しまリあり。南部五石10%。

しまリあり C II', 褐色!IOYR3//4)中柱砂質／ルト20%。

しま＇）あり。南部 1手右JO%,暗褐色 (!OYR3/3I中粒砂員／ル

しまりあリ。褐色!IO¥R4; い中［砂質//"卜20%。

しまリややあリ。同晶浮石 7%。褐色：10YR4/い中料的質／

しまリあリ。明褐色 IOYR6/6)中粒炒賃/!>卜 7%, 

しまりあり。南孤圧石 5%,

しよりあり。南部浮石3%, iこ心い賃褐色 (!OYR4/J)中粕砂

しまリややあリ

蔦支文札及び調整

鱈

南晶汀20%。
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巾粒砂質／ル 1- しま''H,olmnへ,cmの雨翡げ石盈量。

砂質／ル 1- しj'l)'Jし'¢[11~511り角翡斤石魯量。

砂質，＇！レ Iしま')(し3 心:11~511の角齢呑石↓菫，

妙質／）レト ~J')}'I, c'. mn~ I cmの甫諮斤石少量c
砂質／ルI, i 1!: 1,, ? l 11~ I cmの宝諮4fi悶量C
砂質/ル|、 ，i 1): 1,, ¢I 11~ 2国炉窟諮，Ifi位量。
砂賃／ル 1ヽ，まり：し 点I11~ Jc叩の南音髯『石i忍量。

砂質／ルト しま'!/,し'¢1『1~311,,7)肖紐乎石召量。
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第 3章 検出遺構と出土逍物

~. 
出薮番号

40-1 

40-2 

号竺
267-167

整 位層
ー
ー

[
1

時期

後閉前葵

後期前葉

隠文文様及び謁終

L嶺位沈親

it緑町j1

内面調整

ミカえ
~ 
ミガヤ

詞 (cm)j底怪！⑰ |器裔(cm) 侃 寿＇

0 s,. 
''''  

第25号士坑出土遺物

入 ゞ
こ！
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A 

26.4m 
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7 

゜8 L -9  己-11
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9 7 19 18 17 

第26・27号土坑
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III J -31 
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16号土坑
］層里 中粒砂質／ルト しまリあり。り 1mm~ I cmの雨音語石

少量。

砂質//レ｝ しまりなし。 6Im『~lcmJ)「*1部浮石微量，
中粒砂質／ルト しまリなし。心 Imm~ 5mmの南部卜『石

微量，

砂混し')1/ルI :-まりなし。里褐色IIOYR2/3) ;, ; レト

30%、0I mm~ I cm大の肖部浮石微量。
色 IO¥R2/l) 巾粒砂質／）し1、 しまリあり。心 ]mm~5凹m(l)雨音Ii浮石

徴量。

中粒砂質／）レト しまリあ＇）。暗褐色 I10祝3/4)中粒砂
質//レト10%、¢1mm~ ]cm大の南部浮石少量。

妙質//レト しまりなし，炒 Imm~ 5 mmの南部浮石微蘭。

中粒砂質//レト しまりあり。賭褐色IIOYR3/4)砂品しり
／ルトをまだりに20%、炒 Imm~I cm大の南部浮石微蘭。

砂質／）レト しまりなし。里褐色(10YR2/2)中粒砂質／
レトをまだらに60%、91 mm~ I cm大の南部丘石微量。
中粒砂質／ルト しまりあり。心 Imm~ Jmm(l)南部浮石

侃蘭。

砂質//レ｝ しまり:いり］呻～

妙質1/iレ、 しま＇）なし。り Imm~2mm(l)尚音Ii浮石微麗，

砂混しリ枯土質/Iレト しま＇）なし, ¢I mm~ 2 mmの南

部存石微量。

砂質//レ＼ 暗褐色I10rn2/ 4 ! 砂混しり粘＿十質/!レト40
%, ¢1 mm~2mmJ)雨部存石微量。

15層里 褐 色I10rn2;2) 砂乱し')/!レト しまり:し,¢I mm大の向部序石傲量。

枯土質ノル1ー しまリ:い ¢Imm~3mm(l)角部浮石微蘭，

砂混しり/!レト しまり:しC り］叩~5mmの面音11浮石徴品。
妙贔，-り/!レト しまりなし,r) I可m~5旧m(l)雨部爵石微量，暗褐色：10¥R3/4)砂品しり／）レトをプ
ロiク状に30%含し
杓此しリ／ルト しこりなし。心 lmrn~2,,rn大の向昴／『石1忍薗。
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包¥i !OYR2/J! 

色(1D¥R3/4: 
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も(IO¥R4/6)
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2m 

坑
里
里
皇
里
褐
里
、
明
黄
賠
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色(IOYR6/6)

色i!O¥R5/6) 
色(JOYR.J/3)

褐

黄褐

褐

褐

十
III I -30 

中粒砂質／ルト しまリあり。心 lmm-5mmの団罰存石少量。
中粒砂賃//',,ト しまりあり c り1mm-5 mmの向邸存石微量。陪褐色 (10¥R3/4)砂質／ルトをブロノク状て少量。

砂質／ルト しまりあり。位 1mm-1 cm雨罷］オf1少量。
砂質／ルト60%、褐色 (10YR4/4)n少混しり札土質／ル '40%,ともにしま＇）なし。 ¢1mm-5 mmの南部］『石少量。
砂混しり札J_質//レ、 しまリなし_,¢1 mm-、3mmの南部浮石微贔。
砂質//レト しまりなし。褐色 (10YR4/6J枯」こ員／）レトをブロ／ク状にふ0%、,plmm-2mmの南部浮石少量。
枯土質//レト 里褐色 (JOYR2/2) 砂質／ル 1、 30% 。 ~1mm-5 mm人の南部斤石少薗。
砂混しり粘十質／）レト しまりなし 3 り1mm-2 mmの南部浮石微量G
砂此しり札土質／ル 1、 しまりなし,¢1 mm-5 mmの酎音II浮石微量。
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叫;,砂質ノルト
炭化物微量3
中粒砂質~／ルト

炭化物微量。

//レト しまりあリ,q¥ ] mm~ 5 mmの雨部浮石微鼠，

しまりあり。心 lmm~3mmの南祁凸石微量。

しまりあリ。心 1mm-)cmの南部オ石微籠。

(1/2) 

゜
5cm 

゜

図版番号

40-I 

2m 

整理番号

258 
層 ー ＇ 立

厚各 (cm)

I 

~ 
重量 (g)

8.9 

考

図40

長さio=□
~ 第25号土坑出土遺物および第26•27•28号土坑

分類

不定形
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第30号土坑（図42、図版13）

 [位置] ⅢＬ－31に位置する。[確認] Ⅲ層中で黒色土の落ち込みを確認した。当初は1基の遺構と

して把握した。[重複] 31号土坑と重複し、本土坑が新しい。[平面形] 円形を呈する。

 [規模] 開口部で1ｍ52cm× 1ｍ35cm、深さ56cmである。[底面] ほぼ平坦である。

西SK(2)直跡

R a) I 

+c= 
III L -30 

<!'.I 
C D 

'"如｀璽言~
w
s
・
gべ[

第29号土坑

。
2m 

19号土坑

1層皇 色(!O¥R2/l) 中粒砂
質／ル 1, しばりあり。 ~5mm~ lcm 

の向音麟石少量。

2層里 褐 色(IOYR2/2) 中吐砂

質／ルト しまりあり。心 2mm~5mm

の南部浮石少贔

3屑臣 色:10廿 7/1)中吐砂

質/iレ1、 しよりあり'¢5噌~]cm 

の雨詞臼少韮。里褐色 IICYR2/2) 

叫砂質バト40%含む。

4陪里 褐 も(IO¥R2/3) 中札砂
質/r, Iへ しまりあリ。ゅ 2mm~I訂n

の南音詞石少韮。里色 I10rn2;1 ! ヰ
粒砂質j;,)、JO%含も。

5層陪褐色!IOYRJ/ 4 I 11° 乃砂
質／ルト しまり，，＇）。輩 5m,~ 1 cm 

の雨部沖石少羅。褐色 (JO胄4/6)中

粒砂質／ル[・JO%、里褐色!10¥屈2/J)

叫渇質;,/,[-10%。

゜ ~Ocm (l/3) 

図版番号

41-1 

整坪番号

311 

層位

1 

長さ (cm)

10.5 
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中粒砂質／）レト しまリあリ。里閲色 (10¥R2/2)中粒砂質／ルト30

％、り )m可~Smmの両部浮石少菫含も。

中吐砂質／ルト しまリぁ 1),心2mm~5間の南部存凸微量含む。

中粒砂質／）レト しまりあり。陪褐色 I!OYR3/3)巾和砂質／）／卜を

20% り2m可~Smmの南詞詐石少量。

叫喝質/!レト しまりあり。褐色 (IO¥R4/6)中粒砂乳／）し卜を10

%、 ¢2m,~lcmの南音Iii予石夕量含し。

中吐砂質／ルト しまりあリ。暗褐色 i10¥RJ/4)中札l1少汀;,)しト

30% 点］可m~5mmの南部げ石倣量含し。

中粒砂質／）レ1、 しまりあり。り 2闘~5間の南侃昂l,少量

中札砂質／）レ 1、 しまりあり。暗喝色 l10¥R3/4)中む ルlを

10%、り ]m~Smmの南狐浮石少量含む。

巾粒砂質/!レ1、 しまリあ'),褐色 (IO¥R4/41中む砂質／）レトを15

%、 ¢27',~5 mmの南昴浮石少量含も。
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30%、¢21m~ I cmの附部浮石少量含to
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訊浮石少鼠含し
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しまりあり。 r:J2mm~5mmの南部丘石多量含む。

図41 第29•30•31 号土坑
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 [壁] 底面から外傾して立ち上がる。西壁はややオーバーハング気味である。[堆積土] 15層に細分

された。黒色の砂質シルトを主体とする。[出土遺物] 堆積土から土器片が出土した。いずれも後期

の土器である。当初、単独の遺構として精査を開始したため、遺物は31号土坑のものと一括して取り

上げることとなった。[時期] 出土した土器より、縄文時代後期かそれ以前と考えられる。

第31号土坑（図42、図版13）

 [位置] ⅢＬ－31に位置する。[重複] 第30号土坑と重複し、本土坑が古い。

 [平面形] 楕円形を呈する。[規模] 開口部で長軸3ｍ18cm、短軸1ｍ76cmを計る。深さは20cmである。

 [底面] ほぼ平坦である。[堆積土] 5層に細分された。黒色砂質シルトを主体とする。

 [時期] 30号土坑より古い。

第32号土坑（図43、図版13）

 [位置] ⅢＤ－31に位置する。[確認] Ⅲ層で確認した。[平面形] 円形を呈する。

 [規模] 長軸1ｍ20cm、短軸95cm、深さ10cmを計る。[堆積土] 2層に分層した。自然堆積と思われる。

 [壁] 緩く外傾して立ち上がる。[底面] 平坦である。[出土遺物] 土器細片が1点出土した。

 [時期] 不明。

第33号土坑（図43、図版13）

 [位置] ⅢＣ－23に位置する。[確認] Ⅲ層中で南部浮石を多く含む暗褐色土を確認し、トレンチに

より落ち込みであることを確認した。[重複] 認められなかった。

 [平面形] 円形を呈する。

 [規模] 開口部で径1ｍ75cm× 1ｍ95cm、深さ29cmを計る。[底面] ほぼ平坦である。

 [壁] 底面から丸味を持って、やや外傾して立ち上がる。[堆積土] 2層に分層された。第 1層は南部

浮石を多く含む暗褐色シルトである。[出土遺物] 土器片・石錘が出土した。土器はいずれも堆積土中

から出土し、遺構外出土土器と接合した。本遺構廃絶後に流れ込んだものと考えられる。

 [時期] 確認面、堆積土の様相から縄文時代早期中葉と考えられる。

第3草 検出遺構と出土遺物

4
 

,u a冒
0 s,. 
’’’  

図版番号 整理番号 層 位 時 期 施文文様及ひ調整 内向盟整 u径(c,) 底径(c,〉器翡(c,I 備 考

42-1 269 覆＿―I下位 後期中莫

42-2 頂土下位 後期中葉 沈紛 ナテ~

42・-3 268 覆土下位

42-4 275 覆i下位

42-5 I 後期 〇多LR横位

42-6 270 1 後期 〇多LR横位

42-7 l 後期 〇多Rし横符

図42 第30• 31号土坑出土遺物 (1/3) 
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西張(2)遺跡
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32号土坑
l層里 褐 色(lOYRZ/2) 中も叶少貨／ルト やや固〈しまりあり。 01 

mm~2cmC)南部1手石多菫。

2層褐 色(JOYR3信） 砂混しり／ルト固〈しまリあり C qり1mmの
南部丘わ徴量里褐色 (10¥RZ/2)巾粒砂質/Iし
トを1敗量含む。

33号土坑
］層里 褐 色(10YR2/3) 中和砂質／ルト固〈しまる C ゆ5mm~ 1 cm 

の南部存石多贔、 ~5mm~ 1 cm(l)炭化物微菫
含む。

2層褐 色(10YR4/6) 中料砂質ノルト しまり固い。ゅ 5mm~ 1 cm 
の南部浮石多量含む。
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0 5, ● 
I , , I 

(1/3) 
第33号土坑出土遺物

図仇番号 整且番号 屑 位 時 闊 麓文文様及び調整 内面調『 譴 (cm)底径(cm) 器裔(cm) 侃 考

43-1 2 旱閉中免 早酪1且 ミカ't R罹1立 P-6 

43-2 2 早期中葉 ミカ't ミカ~わ P-7 

43-3 2 旱期中葉 ミガわ ミガえ P-5 

43-4 1 u唇音鱈1み 翡突 ナテ~ P-2 遺構外P-9771472と接合

43-5 1 旱開中葉 ロ唇詞罰み 履籟圧霰 ミガえ P-3 遺構外P-6461461と接合

43-6 1 旱闊中葉 単格1且 ミガえ P-4 遺椙外P-481と接合

□ ロ □
〗

~ 7 
8

0

 
10cm 

図版番号 I整理番号 I屑 位 I長さ (cm) 考

43-7 

43-8 

316 

312 

5 9 _:_ 
5. 2 

第33号土坑出土遺物 (1/3) 

幅 1cm) 原さ (cm) 重醤 (g) 石 質 ’刀‘ 類 備

6 1 8 77 7 安山岩 ， S -1 
5 7 5 8 160 7 安山岩 8 d S-(3) 

図43 第32• 33号土坑
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 [位置] ⅢＬ－29・30、ⅢＮ－29・30に位置する。[確認] Ⅱ層で確認した。[規模と形状] 約9.7ｍ×

5.8ｍの範囲に、礫が11のブロックを形成し集中する。それらのブロックは、南北軸・東西軸を基準に

形成されると考えられる。集石下に遺構は確認されなかった。各ブロックの規模は、以下の通りであ

る。（単位cm）１…約94×74、2…約154×146、 3…約124×74、4…約104×86、 5…約100×76、6…

約70×60、 7…約80×68、 8…約80×56、 9…約100×70、10…約134×100、11…約72×66

 [出土遺物] 礫の間や周辺の土層から縄文時代後期前葉～中葉の土器片が出土した。[時期] 出土遺物

から縄文時代後期前葉～中葉頃に形成されたと考えられる。

西弘(2)直跡

屯：パ〗
1~ 

合＿, ~~rJ 

，
 

゜
, , Sea 

凶悶番号 整理番号 罹 位 時 期 椛文文株及ひ調整 内面~ 調整 ロ怪：c,) 底怪'.Cr:l) 器尚(") 濯 考

45-I 247 後期中葉 几線刻巳 ：力勾• ミガ~ヤ つー I,

45-2 249 後期前葉 几線 ＋テ P -19 

後期前葉 几線 爪形文 ：ガふ ナテ ナテ~ P-H i5-C 248 

45-, 2SO Ila 几線 [_ :, 全1位 、力合 ｀力¥
.. 

後期前葉 条痕 ケ~ ズリ ミtiぷ p -8 ,JS-5 2'3 

4)-6 211 11, ・団 L0段多条描位 ミガふ !]9 8) 

4)-7 212 LR糾位 キ,干, p -]こ

応ー 8 21, し尺全1位 ＋’千’― P -14 

45--9 245 lle. LR 0段多条梢位 ミガ均 p -ぅ

45一ム。 246 LR描位 ・＋テ ? -ZC 

図45 集石遺構出土遺物

＋ 
III :'.J -32 

祖

帖

見

褐

月

飼

陪

陪

見

里

±
 
燒

．．
 
号

屑

屑

層

屑

層

層

1

1

2」
1
9
,＋

1し
9
0

色I,7 .51R5/6 I 中位iッ＇且／ル 1、 しましあり り5団『~lc11の両音い 少量。

色175¥R4/61 中粒砂員j1:I し;:11あリ,/J 2cm~ 5間の南合髯石ン量含し。
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1号焼土

2号焼土
l 屑品 色I10¥R4/6! 中和妙仇／！し 1 しまりあり。り 2闘~5『『(り向音1:1¥れ少贔

2 a層叫 杞 しi.7り胄5/8) 巾ぶ~砂員／ル 1へ しまりあり If)27『~j1mの肖音1:1『h少量3

2 b層褐 色i.75胄4/も 中!l砂賃//1: し'l.')らリ 1) 2mm~5mmグ向音＇贔乍五少量含し

3 層陪 褐 色11り胄3/4) 中粒砂質／ルI ~ まりあ 1)。Q2mm~ 5mmの固部丘石少菫含。

層喝 色:10胄4/4 中札的質/Iし卜 し ~I) あり。 Q 5mm~)c;n(!J声蘭立石少量含

層褐 色(10¥R4/り 巾む砂質1/;,'・ :-まりあり。ぃ 5川111~I enの衷呈1!11°石唸贔含3

屑罪 渇 色110¥IじI/闘 巾和砂質j)レト しまりあ 1;。¥¥5rn~ lrnの両部1H1シ鼠含（

図46 第 1• 2号焼土 (1/40) 
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第1号焼土（図46、図版15）

 [位置] ⅢＭ－32に位置する。[確認] Ⅲ層で検出した。地面が赤変しており、周囲に床面は確認で

きなかった。[規模等] 長軸40cm、28cmである。約10cmの深さまで被熱のため赤変している。[時期]

遺構に伴う遺物が無く詳細は不明である。周辺の遺構・遺物のあり方から後期の可能性が高い。

第2号焼土（図46、図版15）

 [位置] ⅢＬ－31に位置する。[確認] Ⅲ層中で検出した。周囲に床面は確認されなかった。[規模等]

短軸65cm、長軸70cm、約15cmの深さまで赤変していた。[時期] 遺構に伴う遺物がなく詳細は不明で

ある。周辺の遺構・遺物のあり方から後期の可能性が高い。

第1号土坑（図47）

 [位置] ＩＴ－6・ 7、ⅡＡ－ 6 に位置する。[確認] Ⅲ層上面で確認した。[平面形] 隅丸方形を呈

する。[規模] 長軸2ｍ 2 cm、短軸 1ｍ70cm、深さ34cmを計る。[堆積土] 2層に分層した。自然堆思

われる。[壁] 緩く外傾して立ち上がる。[底面] 平坦であるが、中央付近に長軸46cm、深さ8 cmを計

るピットを確認した。[出土遺物] なし。[時期] 不明。

第1号溝（図1、図版15）

 [位置] ⅡＡ～ⅡＪ－4～19に位置する。[確認] Ⅲ層上面、一部Ⅱａ層で確認した。

 [平面形] 調査区外に拡がるため全貌は不明である。調査区外から南西方向に走り、南東方向に屈曲

する。[規模] 幅34cm～ 1ｍ32cm、深さ9.2cm～46cmを計る。[堆積土] 自然堆積と思われる。[壁・底

面] 底面から緩やかに外傾して立ち上がる。[出土遺物] 土師器片が数点出土した。[時期] 不明。

道路状遣構（図 1、図版16）

 [位置] ⅢＨ－16・17・18に位置する。[確認] 第Ⅰ層直下で固くしまった面を確認した。[規模] 幅

約2ｍで、調査区内では長さ約6ｍ分が検出された。ほぼ平坦である。[出土遺物] なし。[時期] 不

明。

(2)  時期不明の遺構

第 3藍 検出遺桔と出上逍物
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図47 第 1号土坑
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畝状遺構（図 1、図版17）

 [位置] ⅠＴ～ⅡＣ－5～ 8に位置する。[確認] Ⅱａ層で確認した。[平面形] 調査区外に拡がるた

め全貌は不明である。北東－南西方向に形成されている。[規模] 幅46cm～ 1ｍ26cm、高さ34cmを計る。

 [堆積土] 自然堆積と思われる。[断面形状] Ⅱａ層を堀り込み畝を形成している。溝は底面がほぼ

平坦で、緩く外傾して立ち上がる。畝は台形を呈する。[出土遺物] 土師器片が数点出土した。

 [時期] 不明。

　本遺跡は前述のように、馬淵川右岸の、南北を枝谷によって限られた段丘面に立地する。調査区南

西部は、急崖をなして枝谷へと落ち込む。後期の住居跡・土坑・配石はこの急崖直上の平坦面の比較

的狭い範囲に近接して存在する。

　これに対して、早期中葉の住居跡は、より段丘面中央寄りに位置し、約60×60ｍの範囲に散在する。

　時期不明の土坑のうち、堆積土が基本層序Ⅱａ層に類似するものは早期の住居跡の分布範囲に重な

ってみられる。時期の詳細は不明だが、中掫浮石の降下後、縄文時代前期中葉以降の可能性がある。

堆積土がⅡｂ層に類似するものは、調査区西部、後期住居跡の北側に3基が位置する。時期は中掫浮

石降下以前の可能性が考えられる。

　いわゆる溝状ピットは5基検出されたが、その配置に規則性は見られない。

  

  早期の住居跡（ 1 ・ 2・ 3・ 5・ 6・ 7号住居跡）の堆積土上位には、南部浮石が多く含まれてい

た。6・7号住居跡では特にその量が多かった。一方、遺構外の土層、言い換えれば平坦部分の土層

には南部浮石が集中する状況は認められなかった。すなわち、南部浮石の降下後、自然営力により平

坦部分の南部浮石は移動したが、窪地（埋まりきっていない遺構）に残存・流入したものと考えられ

る。従って、早期中葉の住居跡は南部浮石の降下以前に構築・使用・廃棄されたものと考えられる。

(1)  遺構配置

(2)  早期の住居跡と南部浮石の関係について

第３節　遺構配置等について

内張12)直跨
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十

ゃ
I

B

 
。
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図48 道路状遺構
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第4章遺構外出土遺物

本遺跡からは、縄文時代早期、後期、晩期の土器・石器および土師器片か出土した。このうち主体

となるのは縄文時代早期と後期の土器である。縄文時代晩期の土器は破片か少量出土した。土師器は

小片数片か出土したのみである。従って石器の大部分は早期・後期のものであろう。

第1節 縄文時代早期の遺物

(1) 土器

本遺跡から出土した早期の土器は 2群に大別される。 I群は早期中葉に比定される土器、 II群は早

期後葉に比定される土器である。 I群は、第 I,._,_, III層より出土したが、 III層中に最も多く包含される。

II群土器は I,._,_, III層中に包含される。出土量は破片で数十片である。 IIJ ,._,_, III E -20,._,_, 27に分布する

か、 IIR ,._,_, III C -24ライン以南に多い。

III層中の遺物は出土位罹を記録して取り上げた（図49・50)か、掘削時に掘り上げたものはグリッ

ドを記録するにとどめた。出土位罹を記録して取り上げた土器は、およそ2300点である。そのほとん

ど全てか I群土器で、 II群土器は数片である。従って、分布図に示した土器ははとんど全てか I群土

器と考えて差し支えない。

遺構内から出土した I群土器は少量で、遺構外出土の I群土器と接合するものかあり、遺構廃絶後

流れ込んだものと考えられる。遺構内から II群土器は出土しなかった。従って、早期中菓の遺物廃棄

ブロックか形成された時点では、住居跡には上屋が存在していたと考えるのか妥当であろう。

I群土器 縄文時代早期中葉の土器（図53,--...,図55、図版20"-'22)

小破片か多く、全体像の不明なものか多い。そこで、一旦属性単位でのバラエティを模式的に示し

た上で（図51・52)、口縁部破片を中心に分類を行うことにする。

1類（図53-1 "'3) 細斜格子文と帯状平行沈線か施されるもの。

1は細斜格子文と帯状平行沈線か施される。斜格子文の空白部には爪形刺突か充填される。上位

の文様帯には爪形刺突か施される。 .2 • 3には帯状平行沈線は確認できないか、 1と同様な構成を

とる可能性か高い。 1"'3を総合すれば、文様帯は爪形刺突と沈線により、 3段ないしはそれ以上

の多段構成となると考えられる。爪形刺突に伴う粘土のまくれは微弱である。沈線に伴う粘土のま

くれは認められない。沈線幅は1.5,--..., 2 mmである。胎土には石英と、角閃石か輝石とみられる鉱物

が目立ち、内外面とも触感かザラつく。

2類（図53-4) 帯状平行沈線・爪形刺突による文様帯の下に沈線による曲線文か施されるもの。

下位の文様に帯施された曲線文は、屈曲部で沈線か交差する、あるいは接触しないなど、粗雑である。

爪形刺突に伴う粘土のまくれは微弱である。胎土にはパミスと思われる、軟質で黄褐色の小礫を含

む。外面は触感かザラつく。沈線幅は約 1"'1. 5mm。

3類（図53-5) 帯状平行沈線による幾何学文を描くもの。沈線は 5条ー単位で、幅は約 1mmと細

- 51 -
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四,;11!2)選跡
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第III層遺物分布状況(1)
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地 文

言
単軸絡状体 1類
腹緑圧痕
ミガキ・ナテ
条痕＋縄文・絡状体

第III層遺物出土状況(2)

文様要素
（爪形刺突以外）

竹管状工具による円形刺突

有 1類

沈線

モ
チ
ー
フ

12類

無

図52 土器属性分類図(2)



西張(2)遺跡

い。地文は、 L原体を用いた単軸絡状体 1類の横位回転による。

4類（図53-6 ,..._, 8) 沈線により斜格子文か描かれるもの。 6は、幅広の口縁部文様帯に斜格子文

と爪形刺突か施される。爪形刺突・沈線による粘土のまくれは認められない。沈線は先端の鋭い棒

状工具による。 7・8は6に比してやや粗い斜格子文か描かれる。

5類（図53-9 ,..._,16) 沈線により、上下の幅の広い鋸歯文が施されるもの。 9,..._,13は文様帯の上限・

下限に爪形刺突か施される。 14は文様帯を限る刺突列や沈線のない例。沈線施文後にミガキか施さ

れ、沈線か分断されている。 16は文様帯の下限が沈線で区切られるものである。

6類（図53-17) 幅の狭い平行沈線の中に二条ー単位の沈線で鋸歯文か描かれるもの。

7類（図53-18,..._,20) 沈線により、左右の幅の広い鋸歯文が施されるもの。鋸歯文の間には爪形刺

突か施される。口唇部は内削ぎ状を呈し、内面に斜格子文が描かれる。

8類（図53-21,..._,26) 平行沈線か施されるもの。 22は波状口縁の可能性かある。

9類（図53-27・28) 斜線による区画の中に弧線を配するもの。

10類（図53-29) 沈線による連弧文か施されるもの。

11類（図53-30) 沈線による格子目文と貝殻腹縁圧痕か施されるもの。

12類（図53-31・32) 胴部下半～底部付近に沈線文か施されるもの。沈線幅は約 1mmで、ヘラ状エ

具により鋭く引かれている。沈線はミガキ調整によってつぶれた部分が無く、ミガキ後に施された

と考えられる。

13類（図53-33,..._,41) 爪形刺突が鋸歯状、あるいは斜位等に施されるもの。沈線を施す土器と同様

のモチーフを描出するものかあり (41と5、40と18など）、沈線を爪形刺突に置換したものと考え

られる。

14類（図53-44・45) 口縁部文様帯に平行に爪形刺突列を配し、下端を沈線で限るもの。 44は爪形

刺突の間にも平行沈線を施す。

15類（図54-46'"'--'66) 口縁部に平行して数段の爪形刺突か施されるもの。爪形刺突の間隔か密なも

の、疎なもの (59・63'"'--'65)かある。刺突を縦・横に配する例 (51)かある。また、口唇部の刻み

が短沈線に近く、貝殻腹縁圧痕と爪形文を施す例かある。

16類（図54・55-67,..._,90) 地文のみ施されるもの。条痕のみ施されるもの (67,..._,70・73)、縄文か

施されるもの (71,..._,75)、絡状体か施されるもの、条痕と縄文か施されるもの (85,..._,87)、腹縁圧痕

の施されるもの (89・90)かある。 71・74はLR縄文か施される。 75は r縄文か施される。 78はL

の縄を用いた単軸の絡状体かと思われるか、節の形状は通常よりつぶれて丸味を帯びる。 79も条の方

向と施文方向か‘一致するとみられ、 Rの縄を用いた単軸の絡状体による施文の可能性か考えられる。

しかし、節は丸味を帯び、施文方向に対して縦長にならず、直角に近い角度になっているため、通

常の絡状体による施文とは考えにくい。 80も条の方向と施文方向か一致する。節は79・80ほど丸味

を帯びないか、条か密接し波状を呈している。原体の幅は最大 1cm程度である。巻き方の緩い絡状

体であれば、条の間隔に乱れかあると想定されるか本例は密接している。

17類（図55-91) 狭小な口縁部文様帯に貝殻腹縁圧痕が施されるもの。

18類（図55-92・93) 竹管状工具による円形刺突が施されるもの。

胴部破片（図55-95'"'--'104) 地文のバラエティを示すために提示した。条痕、縄文、絡状体 (96,..._,
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西張(2)遺跡

100)、条痕と縄文・絡状体か同一器面に施されるもの (101)、植物質（？）の原体による粗雑な沈

線が施されるもの (95)、腹縁圧痕 (102,.......,104)などか見られる。量的には条痕が最も多い。縄文・

絡状体がこれに次ぎ、ナデ・ミガキや腹縁圧痕は少ない。

96は条間の開く単軸絡状体か横位に回転施文される。 97は単軸絡状体 l類が施文されるか、一部

に原体の滑った痕跡か認められる。 98は条方向と施文方向が一致する。単軸の絡状体と考えられる

か、条の圧痕か波状を呈し、条間が密接する。また、節の形状は丸味を帯びる。 99はRの縄を用い

た単軸絡状体 1類が横位に施文される。 101は条痕調整後、 0段多条LR縄文か横位回転される。

底部破片（図55-105,.......,112) 胴部下位～底部はミガキ調整が施されるものか一般的で、地文や文様

要素が施されるもの (111・112)は稀である。 110は小型の土器である。

II群土器（図55-113・114) 縄文時代早期後葉赤御堂式に比定される土器。し胎土には繊維を含む。

0段多条の LR縄文か施される。内面には指押さえの痕跡が顕著に認められる。図示していないか

表裏縄文の個体も見られる。

小結

I群土器は、縄文時代早期中葉のなかでも、白浜式あるいは白浜・小船渡平式土器群とされるもの

に相当しよう。地文のなかには、根井沼式・寺ノ沢式に多い貝殻腹縁圧痕文か極く少量認められるか、

ロ唇部か外傾するものは認めらない。また、絡状体圧痕による口唇部の刻みも認められない。従って、

根井沼式・寺の沢式は含まない、あるいはあっても極めて量か少ないと考えてよい。上記のうち、 1

"'12類は沈線を用いるものであり、白浜式に伴う例はあまり多くない。 1"-'3•5·7 類は、盛岡市

大新町遺跡例や関東地方の三戸式～田戸下層式との関連を有すると考えられる。ただし、三戸式と平

行関係にある（青森県教委 1991)かどうかは検討が必要である（岡本 1997、領塚 1992)。

これら沈線文を有する土器、あるいは地文に縄文・絡状体を有する土器は、従来の白浜式の理解か

らはずれる部分もあろう。しかし、胎土・調整・器形などの諸点において、 15類としたもののなかで

も、条痕を地文とする典型的な白浜式と変わらない。ただし、 1類は胎土に若干の差が見られる。今

後、出土状況の更なる検討が必要だか、沈線文の土器や縄文・絡状体を施した土器か集中して出土す

る傾向は認められないようだ。ただし、遺物の接合関係からは、遺物の集中範囲か 3単位程度には分

離できる可能性があり、単位毎に比率か異なる可能性はある。

これまで該期の土器は僅少な資料に基づいて、同時期のバラエティや地域性を十分に考慮しないま

ま扱われてきたきらいかある。 I群土器は、今後遺跡単位・遺構単位の一括資料か蓄積された段階で細

分される可能性、あるいは白浜・小船渡平式土器群の一細分型式となる可能性を否定しないか、現段階

では（ある一定の時間幅のなかで）一つのまとまりを持った土器群としてとらえるのか妥当であろう。

縄文・絡状体を地文とする土器は青森県下でも南部地域に多く、六ケ所村周辺にはあまり分布し

ない。縄文・絡状体を地文とする土器は、管見にふれた限りでは岩手県北部（白浜式：平船遺跡、小

堀内 I遺跡）、岩手県南部（蛇王洞II式：蛇王洞遺跡）、福島県に分布するようだ。北海道（ノダップ

I式）では縄文は認められるが地文としての絡状体は知られていないようである。福島県下では三戸

式～田戸下層式平行に位置づけられる例かあり、絡状体の回転方向か横位～斜位に限られる、原体は
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第4章 逍構外出士逍物

細いものか多いなどの特徴かあり、本遺跡例と共通する。また、福島県下では 2段の縄を母体とした

自縄自巻原体の回転施文の可能性が指摘されているものかある。その特徴は、条か密接し、回転方向

と条の方向か一致する、しかし、通常の絡状体より節か丸味を帯びる、とされる（福島県教委 1993)。

あるいは、条かやや波状を呈し、節か密接するとされる（幅島県教委 1994) ものもある。これに類

すると考えられるものが本遺跡でも見られる（図55-78"-'80・98)。本群土器の成立については今後

東北南半•関東との関係も問題となろう。

(2) 早期の石器・焼礫（図55,-.__,図58、図版23)

第III層からは石器・自然礫合わせて約700点か出土した。いずれも土器と混在していた。これらの

なかには焼礫も含まれる。しかし、焼礫が集中して出土することはなかった（図50)。本遺跡では、

第III層以下には八戸火山灰・高館火山灰か数mの厚さで堆積しており、この中に礫は含まれない。調

査区は上位段丘との段丘崖からも離れているため、自然営力によって流人したことも考えられない。

したがって本遺跡で出土した自然礫は人間の手で持ち込まれたものと考えられる。以下に石器の分類

を示す。

l類 石鏃（図56-1 ,...__, 3) 平面形か五角形を呈するもの (1・2) と三角形を呈するもの (3)

かある。石材は珪質頁岩か用いられるが、黒耀石製のものも 1点出土した。

2類 石槍（図56-4・5) 4は平面形かやや丸味を帯びる。調整は比較的粗い。 5は基部から 3

分の 2程度か分厚いまま残される。調整は比較的粗い。

3類 不定形石器（図56-6 ,...__, 17) 6は縦長剥片を素材とし、基部に深い剥離か片面から施される。

7は、石槍を素材とする可能性かある。折損（折断？）面に若干の加工が施されている。基部に

はやや大きめの剥離か片面から施されている。両者とも基部に大きめの剥離が施され、挟り状にな

ることから、縦型石匙のつまみに類した機能を持つ可能性も考えられる。 9は一側縁に急角度の剥

離が施される。 10,...__,12・15・16は側縁部に調整か施される。 14は折損品の可能性かあるものである。

4類 二次加工のある剥片（図56-18) 厚みのある剥片に二次加工か施されている。 3点出土した。

下田町中野平遺跡にも類例かみられる（報文151図ー291)。

5類 磨製石斧（図57-19,...__,22) 偏刃・両刃のもの (19・21)、直刃・片刃のもの (20)かある。

基部はいずれも断面長方形 (19) ないしはそれに近い形である。また、全体に器原は薄い。 22は

成形時の擦痕か認められる。敲打痕は認められない。基部か三角形を呈しており、未製品とも考

えられる。磨製石斧は断面か長方形で器厚か薄いこと、さらには22のように擦痕を持ちなから定

型的な石斧の形状を成さないものの存在から擦り切り技法により製作された可能性か高い。

6類 砥石（図57-23・24) 23はスリ面か破断面より新しい。大きさからすれば、石皿とは考えに

くく砥石とした。 24は砂岩製で、軟質である。

7類 石皿・台石類 石皿・台石類は遺構内から出土した。

8類敲磨器類

a 凹石〔側縁部にタタキのあるもの含む〕（図57-25・26)

b 敲石（図57-27)

c 円礫を用いる磨石（図57-29)
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d 三角柱状磨石（図58-30,,...__,32)

e 偏平な円礫の長側縁を用いる磨石（図58-33)

9類 石錘 (58図ー34・35) 長軸上に切込みを持つもののみ出土した。重量はおよそ30,,...__,150 gの

間に分布する。

10類 偏平な円礫の長側緑に敲打痕を持つもの（図58-36,,...__,38) 中野平遺跡F類IIIkに相当する。

ー側縁にのみ敲打痕を持つもの (37・38)、二側縁に敲打痕をもつもの (36)かある。

11類 角柱状の安山岩礫の一長側縁に敲打痕を持つもの（図58-39)

器種組成比は図56に示した。剥片石器の出土量は少ない。また、定型的な剥片石器は石鏃と石槍のみ

である。この時期にしばしばみられるトランシェ様石器は出土しなかった。石錘か少ないのは立地を反

映している可能性がある。

（中村）

第 2節 縄文時代後期初頭以降の遺物

(1) 縄文時代後期初頭～晩期の土器

I・Ila・Ilb層から出土した土器が相当する。主にIIa層から出土するか、層位的に把握するこ

とか困難であるため一括して分類を行う。確認でぎる器種として浅鉢、鉢、深鉢、壺、注口土器かあ

る。鉢と深鉢の分類については、復元資料か少ないため、ここでは一括して分類を行う。分類に当た

っては、第 I群～第N群・粗製土器に大別し、器種による分類、施文文様による細分を行う。なお大

別については、第 I群を後期初頭、第II群を後期前葉、第III群を後期中葉、第N群を晩期以降とする。

粗製土器の認識については、文様構成か単純で作りか雑な一群とする。 I・IIa層からはミニチュア

土器や土製品も出土しているので、続いて記述する。

第 I群土器（後期初頭の土器）

I 鉢・深鉢形土器（図60・1"'14) 

口縁部片は山形の波状を呈する。 3は外側への折り返し口縁である。 4"'8は貼付けを施し、 5. 

6は波頂部に刺突を施した貼付けを垂下させる。沈線間は充填技法や磨消技法による縄文帯と無文帯

で形成される。

第II群土器（後期前葉の上器）

I 鉢・深鉢形土器

（施文文様による分類）

A 沈線による方形的文様を施すもの

B 沈線による曲線的文様を施すもの

C 並行沈線を施すもの

D 無文のもの
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西張(2)遺跡

I A (図60-15)15は沈線間に LRを充填した縄文帯とミガキによる無文帯を形成する。内面にはナ

デ調整を施す。

I B (図60-16'""-'22)16は体部上半に並行化する沈線を逆s字状に横位に連続して施す。全体に Rか

施されるか、一部ナデにより磨消されている。内面にはナデとミガキ調整を施す。 17は頚部から体部

上半にかけて横転 S字状沈線を施す。文様帯は沈線間に充填による Lの縄文帯とナデによる無文帯

で形成される。 S字状沈線は横位に 3単位施されると思われる。内面にはナデ調整を施す。口縁部は

山形の波状を呈し、頚部で屈曲をもって緩やかに外反する。底部は平底で網代痕が残る。

I C (図60-23'""-'26)23は屈曲部に隆帯か貼付けられ、上下に並行沈線が施される。内外面に丁寧な

ミガキを施す。 24は接合面に刻目を施している。 26は最大径部分と思われ、穿孔した貼付けか施され

る。接合面には刻目か施される。細片であるかこの範疇と思われる。

I D (図60-27)断面三角形の折返口縁を形成する。外面にミガキ、内面にはナデ調整が施される。

II 壺形土器（図61-28)

最大径は体部中位にあり、縦長な算盤玉形を呈する。口縁部は外反し、底部はレンズ状に窪む。体

部に LRを施し、下半部にはナデを施す。内面にはナデ調整を施す。

III 片口土器（図61-29)

底部から注口側に前傾して立ち上かる筒状を呈する。口縁部は注口側に傾く。 3単位の波状口縁で、

緩やかに外反する。後部口縁には 2ヶ所の穿孔かある。器表面には LRか施されるか、体部下半はミ

ガキにより磨消される。底部は中心部に窪みをもつ。内面にはナデ調整を施す。

第III群土器（後期中葉の土器）

I 鉢・深鉢形土器

（施文文様による分類）

A 並行沈線を施すもの

B 沈線による曲線的文様を施すもの

c 鋸歯状沈線を施すもの

D その他

I A (図61-30"--'36) 30・32"--'36は体部か直線的に開き、 31はラッパ状に開く。並行沈線間には縄文

帯が形成される。 31は並行沈線間に弧状沈線を連続して垂下させる。 32は沈線間に LRO段多条の縄

文帯を形成し、並行沈線を E字状に繋ぐ縦位沈線か施される。 33は連続S字状沈線を縦位に垂下させ

る。 35は 1段目の縄文帯に刻目を矢羽状に施し、 2・3段目には 2個 1対の刺突を施す。 36は2段目

以下の縄文帯に刺突を施す。

I B (図61-37"--'47)37は体部か緩やかに外反する。 LRを地文とし、沈線を施した後に沈線間をミ

ガキによる無文帯とする。無文帯外は地文か一部残存する。 38は体部かラッパ状に開く。沈線間に L

Rの縄文帯とミガキによる無文帯か形成される。内面にはミガキ調整を施す。 43は体部か膨らみをも

って立ち上かる。文様帯の構成は沈線間に LRを充填した縄文帯、ミガキによる無文帯、斜行する刻

- 64 -



第4章遺構外出土遺物

目で形成される。 44,...__,46は同一個体と思われる。文様構成は RLO段多条羽状縄文を充填した縄文帯、

ミガキによる無文帯、刻目で形成される。内面には接合時のナデ付痕か残る。

I C (図61-48) 5 ,...__, 8条の沈線が交錯する鋸歯状文を形成する。口縁部は山形の波状口縁を呈し、

ミガキによる無文帯を形成する。口唇部は丸みをおび若干肥厚する。内面にはミガキ調整を施す。

I D (図62-49,...__,63)49,...__,52・54・55は山形の波状口縁を呈し、口唇部か肥厚する。 49は沈線で区画

された LRとミガキによる文様帯を形成する。内面にはミガキ調整を施す。他は内外面に丁寧なミガ

キを施す。 55は内外面に雑なミガキを施す。 58,...__,61は口唇部が丸く肥原し、端部に刻目を施す。 58・

59は波状、 60・61は平口縁である。 56・57は口唇部か断面三角形の山形波状口縁で、内外面にミガキ

を施す。 54は山形の波状口縁で口唇部は肥厚する。沈線により区画され、 LRとミガキによる文様帯

が形成される。内面にはミガキ調整を施す。 53は縁辺部に刻目を施した装飾突起で丁寧なミガキを施

す。 63は直線的に内傾する底部である。内外面にミガキを施す。

II 浅鉢形土器

（施文文様による分類）

A 並行沈線を施すもの

B 沈線による曲線的文様を施すもの

C その他

II A (図62-64,--...,72)64,--...,71は体部かほほ‘‘直線的に開く。 64は肩部下に 8条の沈線を横位に施す。

沈線間は LRの縄文帯か形成される。横位沈線間は上下 2条目から連続S字条沈線か等間隔で8単

位垂下すると思われる。無文帯はミガキにより形成される。口唇部は肥厚し、平坦を呈する。底部

はレンズ状に窪む。内面にはミガキ調整を施す。 68は破片のため沈線の条数は不明であるか、 64と

同様な文様構成と思われる。 72は体部か膨らみをもち、口縁部は大きく外傾して開く。肩部下に 6

条の横位沈線を施す。沈線間は LRの縄文帯を形成する。横位沈線間は上 2条目から、 2条 1体の

縦位沈線と弧状沈線か交互に 4単位垂下すると思われる。口縁部無文帯と内面は丁寧なミガキを施

す。

II B (図62-73)体部は膨らみをもち、口縁部は外傾する。縄文帯は LRを充填し、無文帯はミガキ

により形成される。内面にはミガキ調整を施す。

II C (図62-74,--...,78)74・75はミガキによる無文帯を形成する口縁部で、口唇部は肥厚する。内面に

はミガキ調整を施す。 76はナデにより無文帯を形成し、波状を呈する。内面にはナデ調整を施す。 77・

78は口縁部に単一原体による羽状縄文を縦位方向に施す。口唇部は肥厚し、内面にはミガキ調整を施す。

III 壺形土器

（図62・63-79,,...__,,87)

85は頚部から口縁部にかけて 2/3の位罹まで内傾し、はぱ垂直に立ち上かる。体部にコ字状の縄

文帯か横位に 3単位連続する。縄文帯は LRか充填され、無文帯はミガキにより形成される。口唇部

は平坦をなし、底部はレンズ状に窪む。内面にはミガキ調整を施す。 86は頚部から口縁部にかけて緩

やかに外傾する。体部に逆E字状の縄文帯が横位に 3単位連続する。縄文帯は Lが充填され、無文帯
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はミガキにより形成される。口唇部は平坦をなし、平底を呈する。内面にはミガキ調整が施される。

87は沈線による曲線的文様を施す。沈線間は縄文帯と無文帯で形成される。縄文帯には同一原体によ

るLR羽状を不規則に充填し、無文帯は丁寧なミガキにより形成される。体部は卵形をなし、底部は

若干レンズ状に窪む。体部下半に焼成以前に開けられた穿孔かある。無文帯には赤色顔料か残存する。

内面にはナデとケズリによる雑な調整を施す。

N 注口土器（図63-88,....__.,90)

88は口縁部片で外面は丁寧なミガキか施され、内面にはナデ調整を施す。 89・90は注口部で沈線か

1条巡る。

第N群土器（晩期以降の土器）

（図63-91,...,__,96)93,...,__,95は沈線による入組状の文様を施す。 96は変形工字文を施し、沈線の結束部に

瘤状貼付を施す。口縁部内面に 1条の横位沈線を施す。

粗製土器

（施文文様による分類）

A 斜行縄文を施すもの B 羽状縄文を施すもの

c 押圧縄文を施すもの D 条痕を施すもの

A(図63・64-97,..__,117)97,..__,115は体部から口縁部にかけて緩やかに外傾し、 LRを施す。 116・117 

は口縁部がはは‘‘垂直に立ち上かり、体部に LRを施す。口縁部は横位方向へのミガキによる無文帯を

形成する。内面にはミガキ調整を施す。

B (図64-118・119)体部は外傾し、口縁部ははは‘垂直に立ち上かる。口唇部は肥厚する。単一原体

による羽状縄文を縦位方向に施す。

C (図64-120,..__,122) 口縁部は緩やかに外傾する。頚部に撚糸を押圧し、体部に国転施文する。口縁

部はミガキによる無文帯を形成する。 120は2条の撚糸を押圧する。 120・121は口唇部に刻目状に縄文

を施す。内面にはミガキ調整を施す。

D (図64-123,..__,126)123は緩やかに外反する口縁部片で、頚部下に 3単位の条痕を施し、口縁部は

ナデによる無文帯を形成する。内面にはミガキ調整を施す。 124は口縁部に 4単位の条痕を施す。 125

は2,..__, 6単位のハケ状工具で曲線的に施す。条痕間にはミガキによる無文体を形成する。内面にはナ

デ調整を施す。 126は5本単位のハケ状工具で縦位方向に施す。

ミニチュア土器（図64-127,....,__,130) 

127は口縁部に沈線で区画された LRの縄文帯を形成する。体部はミガキにより無文帯を形成する。

内面にはナデ調整を施す。

土製品（図64-131,,---..,133)

131は土偶の右足と思われ、焼成前に切断されている。 132はスタンプ（又はキノコ）状で、円盤部
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外面には、ヘラ状工具によるＬ字状沈線を4単位数条を施す。摘み部分には穿孔が施される。133は

リング状で、外周に山形突起が巡る。

小結

（並行沈線文の分類）

　本遺跡の第Ⅲ群土器の施文文様は、並行沈線を施すものと曲線的沈線を施すものが主体となる。沈

線間は磨消技法や充填技法による縄文帯・無文帯を形成する。主にこの施文文様は鉢・深鉢、浅鉢に

施される。この施文文様は第Ⅲ群の特筆すべき特徴の一つであり、Ⅰ型～Ⅷ型に分類した。並行沈線

の条数は破片資料が多いため、ここでは 5条と仮定して模式図を作成する。なお文様構成のみの模式

図であるため、並行沈線と垂下沈線の施文順序や時期差等については、考慮をせずに作成したもので

ある。Ⅷ型については、 2点のみの出土であるため刺突を施すものということだけにとどめて作成し

た。

　Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ層出土土器は縄文時代後期初頭（第Ⅰ群）、後期前葉（第Ⅱ群）、後期中葉（第Ⅲ群）、

晩期以降（第Ⅳ群）の4群である。Ⅱ群は十腰内Ⅰ式に並行するものである。文様構成は並行沈線を

基本とし、沈線間に磨消技法や充填技法による縄文帯、無文帯を形成する。29は大湯式に類似する器

形であることから、その関係を伺い知る資料と言える。第Ⅲ群は十腰内Ⅱ・Ⅲ式に並行するものであ

る。文様構成は並行沈線文と曲線的沈線文を基本とし、沈線間には充填技法や磨消技法による縄文帯、

無文帯を形成する。縄文帯には単一原体を一定方向へ施したものと、単一原体を羽状に施したものが

ある。本遺跡では前者の割合が高い。口唇部は肥厚するものが多く、内面に肥大する物もある。肥大

する口唇部には刻目を施す物もある。十腰内編年に従い本遺跡Ⅲ群土器をⅡ・Ⅲ式の 2段階に分類す

ると十腰内Ⅱ式にⅠＡ・ⅠＢ（37～42）・ⅠＤ（50～53・55～57）・ⅡＡ・ⅡＢ・ⅡＣ（74～76）・

Ⅲ（79～81・83・85・86）が含まれる。Ⅲ式にⅠＢ（44～46・47）・ⅠＤ（58～61）・ⅡＣ（77・78）・

Ⅲ（87）が含まれる。本遺跡ではⅡ式の割合が高い。なおⅡ・Ⅲ式の分類は確実性があると思われる

物のみにとどめる。上記以外の本遺跡Ⅲ群土器は中葉の範疇にとどめ、詳細は今後の課題とする。第

Ⅳ群は総出土量に比べて出土量は極めて少なく、91～95は大洞Ｂ式と思われ、96は大洞Ａ´式以降と

思われる。粗製土器は概ね後期中葉と思われるが、条痕を施したものは、後期前葉と思われる。

                                                                              （野村信生）

第 4章逍構外：Iは直物

I 刑ニL II型 III型 N型

-----―J 
■'" 

c------J t―-----．． ．． 
V型 VI型 VII型 VIII型

図59 （平行沈線文分類模式図）
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(2) 石器

I,,.,___, II b層より出土した石器か相当する。ただし、本来III層に伴う石器か巻き上げられて一部混在

するものと考えられる。

剥片石器（図65・ 図版25)

石鏃 (1------7・10) 基部形状は突基有茎、平基有茎、凹基無茎、円基のものがある。 1は表裏とも

器体中心線付近に漆状の物質か付着している。着柄の際の接着剤として用いられたものと考えられ

る。

石槍 (9) 丁寧な調整が施される。器体の厚みは全体に均ーである。

石匙 (8) 縦長の剥片を用いた縦型石匙。打点側につまみか作出される。

石錐 (11------16) つまみのあるもの (11------13)、無いもの (14,......,16)かある。ただし12は、折損面が

加工されており、別の用途に転用されたとも考えられる。

不定形石器 (17,......,27) 二辺の交点付近を刃部とするもの (17・19)、側縁を刃部とするもの (24・

25)、折損品の可能性 (18)かあるもの、表皮を残し丸味を帯びた剥片の端部に剥離か施されるも

の (28)、刃部加工のみ施されるもの (26・29)等がある。

二次加工のある剥片 (23・30------32) 23は全体に器体調整か施される。 30,......,32は粗い剥離か施される。

（中村）

礫石器（図66)

磨製石斧 (1・2) 1は基部片で頭部か細く、断面は楕円形である。 2は刃部片で両面加工された

円刃である。

石錘 (3) 扁平な礫を使用しており、短軸側部は一端は打ち欠かれており、もう一端は使用痰が残

る。

凹石 (4) 両面中央部に凹かあり、敲打痕と思われる。

磨石 (5・6) 柱状で断面が三角形である。頂部一端を使用している。

石皿 (7・8) 断面は 7か屈曲をもつ L字状、 8は緩やかな L字状である。 （野村）
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図62 後期初頭～晩期の土器(3) (1/3) 
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遺構外出土早期土器観察表

＊座標値はXYとも下 6桁のみ表示した。 zは標高である。 爪＝爪形刺突 竹管刺突＝竹管状工具による円形刺突

図版番号 グリソド 層位 P番 x座標 Y座標 z座標 口練部文様 地 文 内面調整 胎 土 接 合 備 考
53-1 m 0-28 ID 948 708 965 710 009 26 902 爪＋沈線 ナデ 石英・角閃石or輝石多
53-2 ill C~16 ill 258 758 060 714.349 26.285 爪＋沈線 ナデ 石英・角閃仁or輝石多
53-3 ll S -28 m 1146 708.895 730.164 26.557 爪＋沈線 ナデ 石英・ 角閃石or師石多
5'.J~4 m F-24 m 754 726.696 702.962 27.019 爪＋沈線 ナデ 海面骨針多
53-5 m 0-19 m 110 747.591 711.916 26.480 沈線 単絡 1類 ミガキ 海面骨針微 R 
53-6 II S -21 Ill 1104 739 748 728.978 26.485 爪＋沈線 単絡］類 ミガキ 海面骨針微 R 
53-7 ill A~15 III 439 762 073 722.761 26.205 沈線 ミガキ
53-8 ill E-20 m 1988 740.797 706.197 26. 705 沈線 ミガキ 海面骨針微
53-9 Il S -28 Ill 1136 711 :J58 730.068 26.452 爪十沈線 条痕 ナデ 海面骨針微哉維微 P -1136 
53-10 II P-26 ill 1707 716.955 7 43.422 26.503 爪＋沈線 条痕 ナデ 海面骨針微
53-11 m 0-19 Ill 704 7 45.163 709 838 26.511 爪＋沈線 条痕 条痕 海即骨針微
53-12 IDD-19 III 140 715.364 709.423 26.571 沈線 条痕 ナデ 海［釘骨針微
53-13 ID E-23 m 1132 728.018 706.601 26.949 爪＋沈線 条痕 ナデ 海面骨針徴
5;1~11 II Q-20 m 534 712 797 737.219 26.439 沈線 ミガキ 海面骨針微
53-15 II I -23 m 1928 731.338 768. 706 26.277 沈線 条痕 ナデ
53-16 11 J -19 Ill 1290 747.147 765.669 25.930 沈線 単絡 l類 ナデ 哉維微．海面骨針微 R 
53-17 II P-21 ill 1633 737.201 7 40 755 26.290 沈線 単絡 l類 ナデ 殺維微 R 
53-18 ill E-23 Ill 853 730 237 707 197 26.921 爪＋沈線 条痕 ミガキ 海面骨針微
53-19 IDD-22 III 634 732 801 710 219 27.051 爪＋沈線 条痕 ミガキ 海面骨針微殺維微
53-20 ill E-25 m 825 723 921 705 457 26.954 爪＋沈線 条痕 ミガキ 海面骨針微
53-21 Ill C~J7 III 218 755 372 713.803 26.342 沈線 ナデ 海面骨針微
53-22 11 T~\7 III 597 752 120 725.614 26.371 爪＋沈線 条痕 ナデ 微砂粒多 波状口縁？
53-23 ill B -15 m 652 760.326 717.583 26.175 爪＋沈線 条痕 ナデ 微砂粒多
53-24 III O~J8 III 97 749.666 708.774 26.445 沈線 縄文 ミガキ 海面骨針微 RLR 
53~25 III F-21 川 690 737.438 702 659 26.826 縄文十条痕 ミガキ 海面骨針微 LRL 
53-26 II K-23 川 2137 731 781 763.044 26.307 沈線 ミガキ 海面骨針微
53~27 II L-24 川 1902 726.032 757.436 26.398 沈線 単絡 1類 ナデ R 
53-28 Il Q-17 m 556 755.433 738.632 26.222 爪＋沈線 ナデ
53-29 Ill B-18 Ill 319 748.195 716.948 26.591 爪十沈線 単絡 l類 ナデ L 
5;3~30 II Q-28 III 1341 711.449 739.284 26.625 腹縁圧痕＋沈線 ミガキ
53~31 11 P-22 III 1659 732.999 741.203 26.224 沈線 ナデ
53~32 II Q-24 III 2021 727 .860 738.540 26.321 沈線 ナデ
53-33 II N-19 ill 2085 747.495 750.266 26 076 爪 条痕 ミガキ 海面骨針微
53-34 Ill C-22 Ill 985 734.656 714.276 26 800 爪 条痕 ナデ 海ll!J骨針微
53~35 II T-21 III 1084 737 352 724 145 26.600 爪 条痕 ミガキ 海面骨針微
53-36 III F~23 m 742 728.334 702 566 26.928 爪 単絡 l類 ナデ L 
53-37 IDE -22 lII 1439 733.818 706.021 26.901 爪 単絡 1類 ミガキ 哉維微 I 
53-38 m F-23 III 720 728 774 702.088 26 934 爪 縄文 ミガキ 海面骨針微 I 
53-39 ill D-20 lIJ 127 742.894 711 064 26.686 爪 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 P -1095 I 
53-39 II R-21 Ill 1095 737.637 732.452 26.408 爪 単絡 1類 ミガキ 海面骨針微 P -127 1 
53~40 II R-22 m 1227 735.425 733.178 26.444 爪 ナデ 海面骨針微
53-41 ill B-20 III 312 7 43. 795 716.837 26.527 爪 ナデ 海面骨針微 P~362 
53-41 m B-19 ill 362 7 46.881 718.180 26.533 爪 ナデ 海面骨針微 P -312 
53~42 II I -19 m 66 746.996 768.472 25.970 条痕 ミガキ 海II!]骨針微 IJ L -201ll層
53-43 ill C-22 III 988 735.548 714 354 26. 791 爪 ナデ 海面骨針微
53-44 II K-24 ill 2099 727 .099 762. 795 26.297 爪＋沈線 条痕 ミガキ 海面骨針微 胴部条痕→沈線
53-45 ID C~15 III 238 760.634 714.098 26.111 爪 条痕
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遺構外出土早期土器観察表

図版番号 グリッド 培位 P番 x座標 Y座標 z座標 口縁部文様 地 文 肉面調整 胎 土 接 合 備 考
,54-46 Ill E-23 Ill 643 731. 669 706.967 26.978 爪 条痕 ミガキ 海面骨針徴

I 戸55f4-17 Il R -28 Ill 1157 708.882 732.124 26.557 爪 条痕 ミガキ 海面骨針微哉維微
-48 II S -20 m 496 742.920 729.917 26.593 爪 条痕 ナデ 海面骨針微殺維微 P -501 533 589 

54~18 II S -19 Ill 501 744. 748 731 117 26. 480 爪 条痕 ナデ 海国骨針微 栽維微 P -496 533 589 
54-48 JJ Q-20 m 533 742.720 737.067 26.423 爪 条痕 ナデ 海面骨針微裁維微 P -196 501 589 
54-48 Ill A~18 Ill 589 749.424 720.896 26.134 爪 条痕 ナデ 海皿骨針微 裁維微 P -496 501 533 
54-49 II T-16 Ill 444 757.797 725. 451 26. 42:l 爪 条痕 ミガキ 海面骨針微
54-50 l1 H-20 m 71 711. 449 775. 09:l 25.907 爪 条痕 ミガキ 海面骨針微
54-51 m D-19 m 12:J 744.462 711. 536 26.685 沈線 単絡 l類 ナデ 海面骨針徴 R 
54-52 Ill C -16 III 223 757.024 714.283 26.242 爪 ナデ 海面骨針徽
54-53 ID F-25 m 784 720.898 703.393 27.088 爪 条痕 ミガキ 海ll!J骨針微
54~54 II L-21 川 2139 738.143 757.417 26.294 爪 条痕 ナデ
54-55 II Q-28 川 1318 711. 092 737.578 26.636 爪＋腹縁圧痕 条痕 ナデ 海面骨針微砂礫多
51-56 mC-18 m 204 750.782 712.530 26.480 爪 腹縁圧痕 ナデ 海面骨針微
54-56 II L-21 Ill 1949 7:l6. 544 758.322 26 308 爪 ナデ 海皿骨針微執維微
54~57 II T-19 Ill 464 745.620 725.800 26.633 爪 ミガキ 海凹骨針微 0多 LR
54-58 III D~20 m 128 742.219 710.787 26.668 爪 縄文 ミガキ 海面骨針微 LRL 
54~59 II J~17 ill 1291 755.305 764 017 25. 771 爪 縄文 ナデ 海面骨針微 LR 
54-60 川D-20 ill 132 741. 516 708.396 26.699 爪 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 P -139 R 
54-60 ID D-19 ill 139 745.447 709.448 26.555 爪 単絡 1類 ミガキ 海面骨針微 F -132 RL 
54-61 111D-16 ill 93 757.489 709 408 26. 147 爪 縄文 ナデ 海国骨針微 LRL 
54-62 ill B-18 Ill 331 749.956 717.527 26.532 爪 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 R 
54-63 11 S -20 m 2040 740.299 7:ll.104 26.708 爪 単絡 l類 ナデ 海面骨針微 R 
54-64 ill A-17 Ill 435 752.998 722.967 26.348 爪 単絡］類 ミガキ 海面骨針微 P -2057 L 
54-64 川A-17 III 2057 752 998 722.974 26.351 爪 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 P-435 L 
54-65 ill E -25 ill 924 722.989 706.892 26.901 爪 ナデ 海面骨針微執維微
54-66 Il L -21 []] 19/49 736.544 758.322 26 308 爪 ナデ 海面骨針微秩維微
54-67 III B-21 ill 1016 738.994 716.546 26.768 条痕 ミガキ 海面骨針微 我維微
54-68 II P -17 ID 1 755.372 742. 785 26.294 条痕 ナデ 海面骨針微砂礫多 P -3 6 7 51 
54~69 II K~24 m 1916 725. 295 762.249 26 340 条痕 ナデ 海面骨針微 P -1921 Il I -24 Il層 条痕原体植物質？
54-69 II K-24 m 1921 726.123 761. 183 26.377 条痕 ナデ 海面骨針微 P-1916 IT I -24Il層 条痕原体植物質？
54-70 Ill B-21 III 1497 739.705 716.841 26.740 条痕 ナデ 海面骨針徴褐色礫 m c~19m 層
54-71 III D-16 Ill 94 756.441 709.827 26.158 縄文十条痕 ミガキ 海面骨針微 P~259 
54-71 IDB -16 III 269 756.595 716.420 26.290 縄文十条痕 ミガキ 海面骨針微 P-94 
54-72 ill D-19 m 101 717.447 711.420 26.421 縄文 ナデ 海面骨針微 P-1459 L横位
54-72 ill D-22 m 1459 732.502 709.488 26.920 縄文 ナデ 海面骨針微 P -101 L横位
54-73 II M-24 III 1755 726. 131 753.262 26.309 縄文 条痕 海面骨針微
54-74 ill B-19 III 369 747.446 719.565 26.510 縄文 ミガキ 海面骨針微 LR横位回転
54~75 ill C-16 ill 656 758.802 714.831 26 143 縄文 ミガキ 海面骨針多 R横位回転
54-76 II I~Jg m 64 747.022 770.180 26.072 条痕 ナデ 海面骨針微砂礫多 P-65 
54~76 II I~Jg ill 65 746.950 769.585 25.993 条痕 ナデ 海面骨針微砂礫多 P~54 
55-77 II S -28 m 1152 708. 736 730.776 26.564 単絡 l類 ナデ R 
55-78 mD~J6 III 670 756. 109 708.442 26. 142 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 L横位回転
55~79 ill B-20 ill 384 741.275 718.023 26.587 単絡 l類 ミガキ R横位同転 自縄自巻？
55-80 11 T-19 ill 471 744.916 724.781 26.640 単絡 l類 ナデ 海面骨針微 P -1635 R 自縄自巻？
55~80 ll P-21 III 1635 736.099 740.637 26. 278 単絡 l類 ナデ 海面骨針微 P-474 R 自縄自巻？
55-81 III C~28 []] 1479 711.123 712.896 26.708 条痕 ミガキ 泄面骨針徴
55-82 II T-21 III 1954 737.553 726.930 26.567 ミガキ， ミガキ 海面骨針微
55-83 II I -21 ill 1869 739.986 771. 699 26.206 ミガキ ミガキ 海面骨針微 P -1867 1932 2148 
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遺構外出土早期土器観察表

図版番号 グリソド 庖位 P番 x座標 Y座標 z座標 口縁部文様 地 文 内面調整 胎 土 接 合 備 考
55-83 II I -21 ill 1867 738 481 771.497 26.208 ミガキ ミガキ 海面骨針微 P-1869 1932 2148 
55-83 li H-21 ill 1932 739.638 772 471 26.014 ミカキ ミガキ 海面骨針微 P -1867 1869 2148 
55-83 Tl I -21 Ill 2148 738.8]6 768.829 26.24 ミガキ ミガキ 海面骨針微 P~1867 1869 1932 
55~84 ID B-28 []] 1037 709.793 716.498 26.678 ミガキ ナデ 海面骨針微 P-2246 ID A-28ill層 外面条痕→ミガキ
55-84 m A-24 []] 2246 727. 187 719.175 26.676 ミガキ ナデ 海面骨針微
55-85 Ill D-19 m 561 747.588 711. 498 26.405 縄文十条痕 ナデ 海凹骨針微 RL横位回転
55-86 Ill B~20 川 303 741. 668 716.198 26.614 RLR横位回転
55-87 ill B-20 m 301 741 380 716.411 26.571 縄文十条痕 ミガキ 海面骨針微 P -736 RLR 
56-87 III F-23 Ill 7:36 729.121 703.143 26.918 縄文 ミガキ 海卸骨針微 P~304 RLR 
55-88 ID E-21 ill 1442 736.823 705.865 26.818 縄文十条痕 ナデ 海面骨針微 LR横位回転
55-89 Ill B-19 lli 314 711.912 716.949 26.640 腹縁圧痕 ミガキ 海面骨針微
55-90 II S-28 m 1129 711.587 728.342 26.480 腹縁圧痕 ミガキ 海面骨針微戟維微
55-91 JI Q-20 m 2028 740.653 738.758 26.385 縄文 ミガキ 海面骨針微 LR横位回転
55-92 ill C-28 m 1476 708.692 713.031 26.701 竹管刺突 単絡 l類 ミガキ 哉維微 海面骨針微 R 
55-93 ill C-28 ill 970 709.893 713.270 26.711 竹管刺突 単絡 l類 ミガキ 栽維微海面骨針微 R 
55-94 11 K-21 III 1824 737.084 763.673 26.318 爪＋竹管刺突 条痕 ミガキ
55-95 II L -21 Ill 1784 737.389 756.541 26.291 沈線 ナデ 海面骨針微 P~1822 
55-95 II K-21 m 1822 736.661 762.234 26.323 沈線 ナデ 海面骨針微 P -1784 
55-96 IIIA-15 III 247 763.026 720.198 26.230 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 R糾位回転
55-97 III E-21 []] 878 739.652 707.982 26. 716 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 P -1980 1982 R 一部て原休を引きずる
55~97 m D~zo m 1980 740.531 708.417 26.748 単絡 l類 ミガキ 海血骨針微 P-878 1982 R 一部て原休を引ぎずる
55-97 111 E-20 III 1982 740.192 707.589 26.650 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微 P -878 1980 R 一部て原休を引ぎずる
55-98 ill E-22 ill 639 732.441 707.959 26.988 単絡 l類 ミガキ 海面骨針微繊維微 R横位回転 自縄自巻？
55-99 ill D~19 JJJ 112 747.329 711.598 26.462 屯絡 1類 ミガキ 海由骨針微 P-111 R横位回転
55-99 DID~19 Ill 111 747.41 711. 793 26.422 絡条体 ミガキ 海面骨針微 P -112 R横位回転
55-100 III D-20 m 126 742.909 711. 839 26. 711 単絡 l類 ナデ 海面骨針微 P -2013 R横位回転
55~100 JI S -20 ill 2043 740.081 729.651 26.652 単絡 l類 ナデ 海面骨針微 P~126 R横位回転
55~101 III C~17 Ill 213 754.342 712.285 26.285 縄文十条痕 ミガキ 海面骨針微 P~575 条痕→0多LR横位回転
55-101 ill C-17 m 575 753.748 714.062 26.291 縄文十条痕 ミガキ 海面骨針微 P -213 条痕→0多LR横位回転
55-102 ill C-16 m 221 756.121 714.290 26.282 腹縁圧痕 ミガキ 海面骨針微
55-103 ID A-20 川 401 743.299 721. 361 26. 611 条痕十腹縁 ミガキ 海血骨針微
55-104 II K-18 m 62 748.947 763.830 25.991 腹縁刺突 ナデ 海[Ill骨針微 IJM-2011層下位
55-105 ID F-24 ill 764 725.175 702.138 27. 129 ミガキ ナデ 海面骨針微哉維微 P -1404 
55-105 ill F-23 m 1101 728.344 703.012 26.945 ミガキ ナデ 海国骨針微殺維微 P -764 
55-106 Ill C-16 m 272 756.480 715.770 26.328 ミガキ ナデ 海面骨針微
55-107 ill C-19 Ill 574 717. 29:J 714.006 26.514 ミガキ ミガキ 海面骨針微 P -121 293 
55-107 ID D-19 m 121 744.639 711.842 26.553 ミガキ ミガキ 海面骨針微 P -293 574 
55-107 ill C~19 III 293 747.288 714 26.552 ミガキ ミガキ 海面骨針微 P-121 574 
55-108 IIM~l9 m 2095 744.774 752.454 25.881 単絡 l類 ミガキ 海即骨針微 P-24 R横位同転
55-108 lJM~19 Ill 24 744. 857 I 752. 425 26.034 絡条体 ミガキ 海ll!J骨針微 P -2095 R横位回転
55-109 Ill D -23 m 622 728.195 709.499 27 007 ミガキ ナデ 海面骨針微
55-110 II S~20 Ill ミガキ ナデ
55-111 III F-23 ill 723 728 560 702 497 26.978 条痕 ナデ P-721 
55-111 ill F-23 III 721 728. 601 702.39 26.962 条痕 ナデ P-723 
55-112 II L~28 lil ミガキ ナデ 海面骨針微 竹管刺突
55-113 lll J<'~25 ill 1415 722 061 703.535 27.044 縄文 指押え→ナデ 栽維多 海面骨針微 RL 
55-114 Ill D-24 III 921 724 033 710.866 26.868 縄文 指押え→ナデ 段維多 RL 
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遺構外出土早期石器観察表

図版番号 整理番号 グリッド 層位 S番 x座標 Y座標 z座標 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 質 分類 備 考
56-1 64 II R -28 III 78 709.589 730.463 26.607 5.3 1. 6 5.3 4.2 珪頁 1 
56-2 60 II S -20 ill 1 743.725 726.323 26.672 4.2 1. 7 0.5 2.9 珪頁 1 
56-3 63 ill A-22 ill 44 732.932 719.487 26.688 2.8 1.8 0.5 2 珪頁 1 
56-4 68 ill C-23 ill 37 731. 412 708.928 26.947 6.6 1.8 1 15.4 珪頁 2 
56-5 71 Il L -21 IIl 110 737.05 753.009 26.327 6.8 2.9 2.2 30.4 珪頁 2 
56-6 70 II T-21 III 42 736. 77 720.334 26.655 5. 7 2. 1 1. 2 12.6 珪頁 3 
56-7 69 ill D~21 III 77 736. 185 706.149 26.831 7.9 2.4 0. 7 16.5 珪頁 3 
56-8 80 II P -28 Ill 100 711. 664 738.253 26.589 6.1 3.2 1. 5 24.6 珪頁 3 
56-9 72 IIIA-19 III 8 746.889 718. 182 26.5 6 5.9 1. 2 35 珪頁 3 
56-10 73 illA-17 III 13 752.261 716.293 26.322 3.2 2.2 0.9 4.4 珪頁 3 
56-11 77 II S -20 ill 62 7 41. 404 727.263 26.599 3.9 3. 7 1. 4 19.3 珪頁 3 
56-12 75 ill B-19 ill 25 746.576 713.816 26.492 7.2 5 1 28.6 珪頁 3 
56-13 74 ill B -17 III 21 754.634 715.001 26.353 4.4 2. 7 0.9 8.5 珪頁 3 
56-14 83 ill B-20 III 117 740.328 713.376 26.815 2.4 3. 1 0. 7 6.8 珪頁 3 
56-15 79 II R -28 III 79 710. 197 731. 351 26.591 6.2 2.4 1. 4 14.8 珪頁 3 
56-16 78 II S -19 ill 63 744.775 726.087 26.507 3.2 1. 5 0.5 2.4 珪頁 3 
56-17 86 ill B~23 ill 50 730.338 712.733 26. 797 1. 5 2.4 0.4 35 珪頁 3 
56-18 76 III C-28 ill 52 709.412 708.527 26.914 4.4 5.3 1. 9 30.6 珪頁 4 
57-19 130 IIIA-28 ill 72 708.36 716. 739 26. 77 11. 9 4.2 1. 4 134.4 緑細凝 5 
57-20 131 II K -16 ill 93 756. 157 758.964 25.85 5.7 3.3 1. 7 31. 4 緑細凝 5 
57-21 128 ill C-21 ill 56 737.695 710. 7 49 26.823 2.8 2.4 1. 2 12. 1 頁岩 5 
57-22 132 III I -29 ill 101 707.993 658.057 26.908 7.4 5.3 1. 9 116 緑細凝 5 
57-23 138 III B -15 ill 15 763.131 714.95 26.085 9. 7 8.5 3.1 363.8 砂岩 6 
57-24 137 Il T -19 III 6 747.542 723.579 26.546 9.2 9.2 2 183.8 砂岩 6 
57-25 145 ill C-28 III (181) 708.322 712.023 26.867 12.5 10.2 5.8 1036.8 安山岩 8 a 
57-26 140 II K~l7 ill 91 752.979 758.464 25.854 10. 3 6.8 3.2 252.4 安山岩 8 a 
57-27 156 II S-21 ill (442) 737.835 727.153 26.62 11. 6 6.6 4 375.4 砂岩 8 b 
57-28 159 IIIA-19 III (102) 747.1 716.269 26.565 11. 3 5.8 4 327.6 砂岩 8 b 
57-29 148 II K-17 III 90 752.173 757.859 25.828 9.3 7.9 4.5 463.3 砂岩 8 C 
58-30 179 Ill B -16 ill 19 758.131 714.63 26.236 17.3 7.4 5.3 858.2 砂岩 8 d S -130と接合
58-31 184 IIl D-18 ill 30 751. 517 705.096 26.336 14.2 5.5 6. 7 607.2 砂岩 8 d 
58-32 206 ill B-17 III (81) 754.954 712.55 26.269 14.3 6.2 3.8 419 安11J岩 8 d 
58-33 151 ill E-22 III (303) 734.589 701. 046 26.755 9.4 8.1 3.5 373.8 砂岩 8 e 
58-34 133 ill B-21 III 73 739.538 714.395 26.789 8.3 5.5 1. 5 98.1 砂岩 ， 
58-35 321 III B-20 川 26 742.57 714.785 26.627 7.2 4. 7 1. 4 66.6 ， 
58-36 161 III C-28 ill (183) 707.88 711. 256 26.882 11. 2 4.9 2.2 177 砂岩 10 
58-37 164 II T~22 ill 40 733.004 720.957 26.656 8.1 3.4 2. 1 76.4 凝灰 10 
58-38 260 Ill B-18 ]]] (73) 748. 723 714.936 26.463 11. 9 5.4 2.6 202.6 安山岩 10 
58-39 157 II J -21 ill (555) 737.35 761.698 26.299 11. 3 6.5 3.4 196 安山岩 11 
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遺構外出土後期以降土器観察表

図版番号 整理番号 グリッド 層位 分類 施文文様および調整 内面調整 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm)沈線輻(mm) 備 考
60~1 27 ill L-23 II a I・I LR横位，沈線， ミガキ ミガキ 3.5 
60~2 122 旧N-32 II a I・I LR横位，沈線，ナデ ナデ 3. 0-3. 5 
60-3 7 ill B-26 I I・I LR縦横位，沈線，ナデ ナデ 3.0 
60-4 47 IDM~23 Il a I・I LR横位，沈線，貼付，ナデ ナデ 2.0 
60-5 33 ill L-25 II a I・I RL横位，貼付，沈線，刺突， ミガキ ミガキ 3.5 穿孔痕あり
60-6 163 III 0-30 I I・I LR縦横位，貼付，沈線，刺突， ミガキ ミガキ 2.5 
60-7 24 III L -22 I I・I LR横斜位，沈線，ナデ ミガキ 3.0 
60-8 8 III B-27 I I・I 貼付突帯，沈線 ナデ 3.0 
60-9 120 IIIN-33 II a I・I ナデ，沈線， LR横位 ミガキ 4.0 
60-10 22 旧K-26 II a I・I 沈線， ミカキ， LR縦横位 ナデ 3.0 
60-11 123 ill N-32 II a I・I 沈線， RL縦横位，ナデ ナデ 3.0 外面スス状炭化物付着
60-12 181 ill P-32 I I・I 沈線， L斜位， ミガキ ナデ 3.5 
60-13 67 llM-32 II a I・I 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ 3.0 
60-14 78 llN-28 II a I・I 沈線， ミガキ ミガキ 4.0 
60-15 211 IDM-23 IT a Il・I A 沈線， LR縦横位， ミカキ ナデ 3.0 
60-16 202 ill L-25 II a II・I B L横位，沈線，ナデ ナデ・ミガキ (9. 1) 3.0 外面スス状炭化物付着
60-17 208 ill P-29 I・II a II・I B 沈線， L横位，ナデ ナデ 19.0 6. 7 18.5 2.0 底部網代痕あり
60~18 124 ill N-32 11 a II・I B 沈線， RL横位，ナデ ミガキ 3.0 
60-19 34 III P~25 II a II・I B 沈線， LR縦位， ミガキ ミガキ 3. 0-4. 0 
60-20 49 ffiM~23 II a II・I B 沈線， LR横位，ナデ ナデ 2.0 
60-21 26 ill L -23 II a II・I B LR縦1立，沈線 ナデ 3.0 
60-22 53 llM-23 II a II・I B 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ 2.0 外面スス状炭化物付看
60-23 36 ill L-26 カクラン II・IC 貼付隆帯，沈線， ミガキ ミガキ 3.5 
60~24 50 IDM~23 II a II・IC 沈線，ナデ ミガキ 2.0 接合面刻目あり
60-25 147 IIIN-33 II a II・I C ナテ， ミガキ，沈線 ミガキ 2.0 
60-26 40 川M-23 II a II・IC 貼付，沈線，穿孔，ナデ ナデ 3.0 穿孔痕あり
61-27 37 皿L-32 II a II・I D ミガキ ナデ (15.6) 
61-28 199 III P -29 II a II・II LR横位，ナデ ナデ 6.3 5.0 12.4 最大径8.8cm
61-29 198 illM-33 II a ]] . ill LR横位， ミガキ ナデ 5.2 16.5 2カ所穿孔痕あり
61-30 150 IIIN-33 II a ill・I A LR横位，沈線， ミガキ ミガキ 2.0 外面スス状炭化物付着
61-31 179 ill P -32 I ill・I A LR横位，沈線， ミガキ ミガキ 3.0 
61-32 54 ffiM~23 II a ill・I A LRO段多条横位，沈線 ミガキ 3.0 外面スス状炭化物付省
61-33 111 IDN-30 II a III・I A RL横位．沈線． ミガキ ミガキ 2.0 
61-34 72 illM-32 II b ill・I A LR横位，沈線，ナデ ミガキ 2.5 
61-35 149 罰 N~33 II a ill・I A LR横位，刻目，刺突，沈線， ミガキ ミガキ 2.0 
61-36 55 illM-23 II a III・I A LR横位，沈線，刺突 ミガキ 3.0 
61-37 23 III K~32 ill ill・I B LR横位，沈線， ミガキ ミガキ 3.0 
61-38 71 旧M-32 II a ill・I B 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ 4.5 穿孔痕あり
61-39 152 II 0-27 Il a ill・I B 沈線， LR横糾位， ミカキ ミガキ 3.5 
61-40 140 illN-33 II a ill・I B 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ 2.0 
61-41 98 llN-30 II a ill・I B LR縦位，沈線， ミガキ ミガキ 4. 0-5. 0 
61~42 126 IllN-32 II a III・I B LR横斜位，沈線， ミカキ ミガキ 3.0 
61-43 70 illM-32 II a ill・I B 沈線， LR横糾位，刻目， ミカキ ミガキ 2. 5-4. 0 
61-44 94 IDN-30 II a Ill・I B 沈線， RLO段多条羽状， ミカキ ナテ付け 2.0 整坪番号94.95.96は同一個体
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図版番号 略理番号 グリッド 層位 分類 施文文様および調整 内面調整 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm)沈線幅(mm) 備 考
61-45 96 II a ill・I B 沈線, R L 0段多条羽状，刻目， ミカキ ナデ 2.0 整理番号94.95.96は同一個体
61-46 95 illN-30 II a ill・I B 沈線， RLO段多条羽状，刻目 ナデ付け 2.0 整理番号94.95.96は同一個体
61-47 51 llM-23 II a 旧・IB 沈線， RL羽状， ミカキ，刻目 ミガキ 2.0 
61~43 73 illM-33 II a III・IC 沈線， ミガキ ミガキ 3.0 穿孔痕あり
62-49 117 IDN-32 II a ill・ID 沈線， LR横位， ミカキ ミガキ
62-50 32 ill L-25 I ill・ID ミガキ ミガキ
62~51 45 illM-23 II a 皿・ID ミガキ ミガキ
62-52 116 filN~32 II a Ill・ID ミガキ ミガキ
62-53 183 II Q-26 I ill・ID 沈線，刻目， ミガキ
62-54 132 IDN-32 II a III・ID 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ
62-55 127 illN-33 II a III・ID ミガキ ミガキ
62-56 115 illN-32 II a III・ID ミガキ ミガキ
62-57 135 IDN~33 II a III・ID ミガキ ミガキ
62-58 128 illN-33 II a III・ID 沈線．刻目， ミガキ ミガキ 3.0 
62-59 107 illN-30 II a III・ID 沈線，刻且ミガキ ミガキ 3.0 
62-60 60 illM-32 II a III・ID 沈線，刻目 ミガキ 3.5 
62-61 61 illM-32 II a 旧・ID 刻目， ミガキ ミガキ
62-62 38 ill L-32 II a ill・ID 沈線，刻目， ミガキ ミカキ 2. 5~3. 5 
62-63 178 ill P-32 I ill・ID ミガキ ミガキ
62-64 218 ill 0-24 II a ill・II A LR横位，沈線， ミガキ ミガキ (32.0) 9.2 15.4 2. 0-3. 0 
62-65 68 IDM~32 II a ill・TIA LR横位，沈線 ナデ 3.0 
62~66 52 illM-23 II a III・IIA LR横位，沈線， ミガキ ミガキ 3.0 
62-67 143 llN-33 II a ill・IIA LR横位，沈線 ミガキ 3.0 
62-68 174 ill P-29 II a 川・ IIA LR横位，沈線， ミガキ ミガキ 3.0 
62-69 142 llN~33 Il a [I]・II A LR横位，沈線， ミガキ ミガキ 3.5 外面スス状炭化物付着
62-70 41 llM-23 II a III・II A LR横位，沈線， ミガキ ミガキ (23.0) 3.0 内面スス状炭化物付着
62-71 137 IDN~33 II a IIl・Il A LRO段多条，沈線， ミガキ ミガキ (5. 6) 3.0 内面炭化物付着
62-72 206 ill L-32 ill Ill・!IA LR横位，沈線， ミガキ ミガキ (24.4) 2. 0~3. 0 
62-73 169 皿0-30 I III・II B 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ 3.0 
62-74 65 illM-32 II a 旧・ IIC ミガキ ミガキ
62-75 104 llN~30 II a ill・II C ミガキ ミガキ
62-76 177 ill P-32 I 皿・IIC ナデ ナデ
62-77 162 ]]]0~29・30 I・II a III・II C RL羽状，沈線， ミガキ ミガキ (34.0) 
62-78 134 illN-33 II a 皿・IIC RL羽状 ミガキ
62-79 160 II 0-29 I m-m 沈線， RL横位， ミガキ ミガキ 3. 0-4. 0 
62-80 19 ill J -29 II a III・III 沈線， LR横位， ミカキ ミガキ 3.0 
62-81 159 Ill O・P -29 I・II a III・III 沈線， RL縦位， ミガキ ミガキ 3.0 
62-82 101 IDN-30 I ill・ill LR斜位，沈線， ミガキ，刻目 ナデ 5.0 
62-83 12 皿C-23 I ill・ill 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ 3.0 
62-84 48 illM-23 II a ill・ill 3.0 
63-85 197 IIIN~32 I III・III 沈線， LR横位， ミガキ ミガキ 6.6 3.6 17.3 4.0 最大径15.5cm 
63-86 215 mo-24 II a m-m 沈線， L横位， ミガキ ミガキ 9.6 4.3 13.3 2. 0-3. 0 最大径12.2cm
63~87 204 llN-33 II a ill・ill 沈線. LR羽状， ミガキ ナデ 5. 7 2. 5-3. 0 最大径10.4cm 
63-88 20 III J~30 II a ill・N 沈線， ミガキ ナデ 3.0 
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図版番号 整理番号 グリソド 層位 分類 施文文様および調整 内面調整 口径(cm) 底径(cm) 器蘭(cm)沈線幅(mm) 備 考
63-89 39 illM-23 l1 a III・N 沈線， ミカキ，ナデ ナデ 3.0 
63-90 57 IIIM-23 II a Ill・N 沈線，ナデ ナデ 3.0 
63-91 109 IIIN-30 I V LR縦位，沈線 2.0 
63-92 359 II O -27 II a V LR横・斜位，沈線， ミガキ ナデ 1. 5-3. 0 
63-93 358 llM-32 I V 沈線， ミカキ ミガキ 2.0 
63-94 356 III0-30 I V LR横位，沈線， ミカキ ミガキ 2.5 
63-95 355 illN-29 I V LR横・斜位，沈線， ミガキ ミガキ 2.5 
63-96 357 ill 0-29 I V 沈線，貼付， ミガキ ミガキ (20.0) 2. 5-4. 0 
63-97 227 IIIM-33 II a N・A LR横位 ミガキ 26.5 
63~98 105 IIIN-30 II a N・A LR横位 ナデ
63~99 80 IllN-29 I N・A LR横位 ナテ・ミガキ (16. 5) 外面スス状炭化物付着
63-100 82 lIIN-29 I N・A LR横位 ナデ (20.2) 
63-101 130 IIlN-33 II a N・A LRO段多条横位 ミガキ (18. 4) 
63-102 46 II M-23 II a N・A LR横位 ナデ (29.0) 外面スス状炭化物付着
63-103 118 Ill N-32・33 II a N・A LR横位 ナデ 穿孔痕あり
63-104 172 Ill P-29 II a N・A LR横位 ナデ (29.0) 外面スス状炭化物付着
63~105 43 IIIM-23 II a N・A LR横位 ナデ
63-106 74 皿M-33 II a N・A LR横位 ミガキ (18. 8) 外面スス状炭化物付着
63-107 64 illM-32 II a N・A RL横位 ミガキ
63~108 164 III 0-30 I N・A LR横位 ミガキ (35.6) 
64-109 165 ill0-30 I N・A LRO段多条横位 ナデ
64~110 30 III L -24 U a N・A LR横位 ナデ (20.6) 外面スス状炭化物付着
64-111 62 IIIM-32 廿a N・A L横位 ミガキ
64-112 81 illN-29 I N・A LR横位 ナデ 外面スス状炭化物付着
64-113 76 illN-28 11 a N・A RL横位 ミガキ (29.0) 
64~114 100 IIIN~3Q I IV・A LR横位 ナデ
64-115 83 llN-29 I N・A LR横位，口唇部貼付 ナデ (18.0) 
64-116 212 III P-29 I N・A LR横位， ミガキ ミガキ (25.0) 外面スス状炭化物付着
64~117 153 Ill O・P -29 I N・A LR糾位， ミガキ ミガキ (17.6) 
64-118 75 IIIM-33 II a N・B LR羽状 ミガキ (24.0) 
64-119 42 IIIM-23 II a N・B LR羽状 ミガキ・ケズリ
64-120 21 Ill K-23 II a N・C RL横位， RL押圧， ミガキ ミガキ (13.6) 
64~121 131 IIIN-33 II a IV・C LR押圧， ミガキ ミガキ (26.0) 
64-122 214 illM-32 Il a N・C LR縦斜位， LR押圧， ミカキ ミガキ (25.0) 
64-123 173 ill P -29 II a N・D ナデ，条痕 ミガキ 外面スス状炭化物付着
64-124 44 IDM~23 II a N・D ナデ，条痕 ミガキ
64-125 220 III P-29 I・l1 a N・D 条痕， ミガキ ナデ 1.0 
64~126 219 IIIO・P-29・30 I・II a N・D 条痕，ナデ ミガキ 1.0 
64-127 189 IllM-32・33 II a ミニチュア LR横位，沈線， ミガキ ナデ 5.0) (3.4) 2.0 
64-128 193 ill 0-27 II a ミニチュア ナデ ナデ 5.0) 
64~129 190 IIJN~30 Il a ミニチュア ナデ ミガキ 6.8) 
64-130 185 IIL-18 I ミニチュア ナデ ナデ 5.0) (3.6) 2.0 
64-131 354 Ill N-32 II a 士製品 ナデ，沈線 足底部3.5cm X 2. 6cm 
64~132 353 不明 不明 土製品 沈線，ナデ 2.3 1.0 穿孔痕あり直径4.1cm 
64-133 194 不明 不明 土製品 ナデ
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遺構外出土石器（後期以降）観察表

図版番号 整理番号 グリッド 層 位 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重景 (g) 石 質／ /刀'、 類 備 考
65-1 15 illM-23 II a 3 1. 4 0.5 1. 3 珪頁 石鏃
65-2 3 II C~7 II 2.6 1.1 0.3 0. 7 珪頁 石鏃
65-3 10 IDM-23 II a 2.1 1. 6 0.3 1 珪頁 石鏃
65-4 14 ill N-32 II a 1. 8 1. 5 0.4 0. 7 珪頁 石鏃
65-5 2 II J -11 II 3 1. 3 0.4 1. 3 玉珪 石鏃
65-6 4 ill D-17 II 4 1. 3 1 4. 7 珪頁 石鏃
65-7 17 illM-23 II a 4.3 1. 3 0.4 19.5 珪頁 石鏃
65-8 6 ill N-32 II a 6.8 3.5 0.9 13.6 珪頁 石匙
65-9 23 川J-27 カクラン 11. 5 2.4 0.8 19.5 珪頁 石槍
65-10 1 mA~28 I 2.9 1. 2 0.5 1. 5 珪頁 石鏃 自然面残存
65-11 16 illM-23 II a 1. 9 1. 4 0.4 0.8 珪頁 石錘
65-12 20 illM-23 IJ a 3 1. 3 0.4 1 黒曜石 石錐
65-13 7 illM-23 II a 4.2 1. 5 0.8 2.5 珪頁 石錘
65-14 11 IIIM-23 II a 2. 1 0.9 0.5 1. 1 珪頁 石鏃
65-15 8 illM-23 II a 1. 7 0.8 0.4 0.6 珪頁 石鏃
65-16 ， illN-32 II a 1. 4 0. 7 0.4 0.4 珪貞 石鏃
65-17 49 IIIN-32 II a 2 1. 6 0.9 2.4 珪頁 不定形
65-18 21 ill I~24 II b 3.9 2.4 0.9 8.2 珪頁 石槍
65-19 36 IllM-23 Il a 3.5 1. 4 0.8 2.8 珪頁 不定形
65-20 26 III P -32 I 1. 5 2 1 3.2 珪頁 不定形
65-21 47 ill N-32 II a 4.5 2.2 1 10 珪頁 不定形
65-22 50 IllN-32 II a 3.2 2.2 1 5.9 珪頁 不定形
65-23 29 III P -27 I 3.3 3. 7 1 5.9 珪頁 不定形
65-24 40 IIIN-32 II a 3. 7 1 1 3.6 珪頁 不定形
65-25 24 III L-32 I 5.4 6 1. 4 52.4 珪頁 不定形
65-26 34 illM-32 II a 4. 7 3.4 1. 1 10. 7 珪貞 不定形
65-27 35 IIIM-23 II a 3 1. 7 l. 1 4.8 珪頁 不定形
65-28 42 IIIN-32 II a 3. 1 2.4 1 6. 1 珪貝 不定形
65-29 25 ill N-30 I 3.2 3.5 0.8 7 珪頁 不定形
65-30 52 III E-25 II a 5.4 3.5 1. 1 23.9 珪頁 不定形
65-31 43 II T -20 II a 3. 7 2.1 1. 1 7.1 珪頁 不定形
65-32 51 III J -28 II a 4.9 3.6 1. 2 24.5 珪頁 不定形
66-1 88 III 0-30 I 11. 9 4.8 3.4 320.9 安山岩 磨製石斧
66-2 87 ill 0-30 I 6. 7 5 2.3 114.4 輝緑 磨製石斧
66-3 91 III Q-30 I 10. 4 ， 2.5 331. 6 安山岩 石錘
66-4 94 illN-28 カクラン 8.5 8.2 3.6 320.2 流紋岩 凹石
66-5 112 m J~21 II b 11. 4 8 4.6 468.8 砂岩 ＝角柱状磨石 ill F -23 II a層と接合
66-6 114 illA-28 II b 10. 4 5.3 5.5 381. 1 砂岩 敲磨器
66-7 123 III N-32 II a 10. 5 11 5.2 285.6 砂岩 石皿
66-8 122 ill D-24 I 9.2 6. 7 6.6 313.2 安山岩 石皿
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地質について
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付編　西張遺跡(2)から出土した大型植物化石

 1 ．出土した大型植物化石

　検討した資料はビンNo.001～013の計13資料である。資料は非常に細かな破片であり、同定に至らな

いものも多数あった。同定した分類群数は木本2分類群であり、オニグルミとサンショウ属?であっ

た。オニグルミは3資料（ビンNo.007、009、013）から、サンショウ属?は 2資料（ビンNo.003、010）

から出土した。これら、出土した大型植物化石の一覧は表1に示した。

 2 ．大型植物化石の記載

オニグルミ　 Juglans ailanthifolia Carr． 核

　出土したものは細かな破片であるが、完形であれば、球形から楕円球形。核壁は緻密で堅ぐ、炭化

すると割れ口に光沢が見られることが多い。表面は滑らかだが凹凸があり、不規則な細い筋が入る。

サンショウ属　Zanthoxylum 　種子

　完形であれば、側面観は楕円形、上面観は卵形。表面には細かな網目模様があり、一方の側面には

へそがある。出土したものは、表面に細かな網目模様があり、種子片の内側は大きくくぼみ、完形で

あれば、内部は空洞のようである。非常に細かな破片であるため、サンショウ属？とした。

＊付記　第6号住居跡選別資料は、貼床に含まれた炭化物を対象とした。グリッドは、1×1ｍを19

区設定し、貼床を全て回収した。貼床は、可能な限りブロック状で回収した。水洗選別に当たり、事

前に室内で貼床のブロックの表面を削り、資料採取時の混入を除去するよう努めた。回収した土壌の

うち1グリッドにつき500cc× 2サンプルを水洗したが、上記分のみ分析を実施した。（中村）

新山　雅広（パレオ・ラボ)

西張(21遺砂

表 1 出土種実一覧（数字は個数、（）内は破片の数）

地 占ヽ.. , グリッド等 ビンNo /刀―、 類 群 と 側 数

6 H 床 A3-l 0 0 1 不明炭化物、 (3)

6 H 床 B0-1 0 0 2 不明炭化物、 (2)

6 H 床 B 1 -1 0 0 3 サンンョウ属？、種子、 (2)

6 H 床 CO -1 0 0 4 不明炭化物、 (1)

0 0 5 不唄、炭化種子？、 1

0 0 6 不明炭化物、 (1)

6 H 床 C 1~1 0 0 7 オニクルミ、炭化核、 (1)

0 0 8 不明炭化物、 (3)

6 H 床 D 2 -1 0 0 9 オニグルミ、炭化核、 (1)

0 1 0 サンンョウ属？、種子、 (1)

0 1 1 不明、炭化種子？、 (1)

0 1 2 不明炭化物、（小片多数）

1 H 5層 0 1 3 オニクルミ、炭化核、（多数）…約 1個分
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図 1 西張(2)遺跡から出土した大型植物化石 （スケールは 1mm) 

1・2、オニグルミ、炭化核 (1H、5層、 013) 3、オニグルミ、炭化核 (6H床、 C1 -1、007)

4、オニグルミ、炭化核 (6H床、 D2 -1、009) 5、サンショウ属？、種子 (6H床、 D2 -1、010)

6、サンショウ属？、種子 (6H床、 B1 -1、003)
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西張(2)逍跡

一

第1号住居跡 東西セクション (S→) 第 1号住居跡 南北セクション (E→)

第 1号住居跡遺物出土状況 (E→) 第 1号住居跡 炭化クルミ出土 (N→)

第 1号住居跡完掘 (S→) 第 2号住居跡 東西セクション (S→)

:.al 
第 2号住居跡 南北セクション (E→) 第 2号住居跡完掘 (E→)

図版
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第 3号住居跡確認 (W→)

第 3号住居跡 南北セクション (E→)

第 4号住居跡 東西セクション (N→)

第 3号住居跡 東西セクション (S→)

第 3号住居跡完掘 (E→)
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第 4号住居跡遺物出土状況 (E→)

第 4号住居跡 炭化材・焼土出土状況 (N→)

図版 2

第 4号住居跡炉セクション (S→)



－ 90 －

西張(2)逍跡

第 4号住居跡炉セクション (S→) 第 4号住居跡炉完掘 (E→)

ui 
第 4号住居跡 完掘 (E→) 第 4号住居跡炉・盛土・住居内 1号土坑 (N→)

第4号住居跡炉・盛土・住居内 1号土坑セクション (N→) 第 4号住居跡 住居内 1号土坑遺物出土状況 (N→)

．、

第 4号住居跡住居内 1号土坑完掘 (N→) 第 4号住居跡住居内 2号土坑セクション (E→)

図版 3
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四｀贔月

第 4号住居跡住居内 2号土坑完掘 (N→) 第 4号住居跡完掘 (E→)

第 5号住居跡検出 (N→) 第 5号住居跡 東西セクション (S→)

「らこふて

第 5号住居跡 南北セクション (E→) 第 5号住居跡完掘 (E→)

'lillliiililll.,,j 

第 6号住居跡確認 (W→) 第 6号住居跡東西セクション (S→)

図版 4
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西張(2)逍跡

-塁図勇
第 6号住居跡南北セクション (E→) 第 6号住居跡完掘 (E→)

第 6号住居跡壁柱穴確認 (W→) 第 6号住居跡壁柱穴半載 (N→)

第 6号住居跡壁柱穴 (S→) 第 6号住居跡貼床東西セクション (S→)

第 6号住居跡貼床南北セクション (E→) 第 6号住居跡完掘 (E→)

図版 5
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第 6号住居跡完掘 (W→)

匿

凰

第 7号住居跡南北セクション (E→)

第 8号住居跡 セクション (SE→)

第 8号住居跡炉完掘 (S→)

~~ 

第 7号住居跡東西セクション (N→)

第 7号住居跡完掘 (N→)

第 8号住居跡炉セクション (SE→)

第 8号住居跡遺物出土状況 (S→)

図版 6
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西張(2)遺跡

第 8号住居跡完掘 (SE→)

第 9号住居跡完掘 (SE→)

こ
第 2号土坑セクション (N→)

第 9号住居跡セクション (E→)

第 1号土坑完掘 (W→)

第 2号土坑完掘 (N→)

--rJIJ'!!'、,
・- . 9、'•

呵
ー 日！

第 3号土坑セクション (E→) 第 3号土坑完掘 (S→)

図版 1



－ 95 －

第 4号土坑セクション (SE→) 第 4号土坑完掘 (SW→)

第 5号土坑完掘 (S→)

第 6号土坑完掘 (SE→) 第 1号土坑セクション (E→)

l~ 
第 7• 10号土坑完掘 (E→) 第 8号土坑セクション (E→)

図版 8
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西張(2)遺跡

;-::: 

第 8号土坑完掘 (S→) 第 9号土坑 セクション (NW→)

セクション (E→)

匹

第11・12号土坑完掘 (S→) 第13号土坑 セクション (E→)

,'. 

., 

第13号土坑完掘 (E→) 第14号土坑 南北セクション (W→)

図版，
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第14号土坑完掘 (NW→) 第15号土坑 セクション (NW→)

第15号土坑完掘 (W→) 第16• 17号土坑 セクション (W→)

3'<ll 
.-,. ,n 

第16• 17号土坑完掘 (W→) 第18号土坑 セクション (E→)

．． 
. ,'・ヘふ．; . . ·• .、'. • ,...__.、..,_・-.. ら；-~- .・ 

、-・.・..... ヽ. . 1 .• .. 

， ． ． ・憂 ． ヽ ． ． ・＼．
, . : ..、.--.-.. _ :-・・.. ぶ・.・．．．、'-・

•、•-· ・, ,・'・':・-・ ·•:. • . ・, 又文 ．．．． 
• • • ・-...、., . . . . . 

~ ・. ・-

. . . : 
. '.  、. -

第18号土坑完掘 (N→) 第19号土坑 南壁セクション (S→)

図版 10
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西張(2)遺跡

第19号土坑完掘 (S→) 第20号土坑 セクション (E→)

第20号土坑完掘 (E→) 第21号土坑セクション (W→)

第21号土坑完掘 (W→)

第22号土坑完掘 (SE→) 第23号土坑 セクション (E→)

図版 11
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第23号土坑完掘 (E→)

i

頃＿

-,7 • 

第24号土坑完掘 (W→)

'h 

第26• 27号土坑完掘 (NW→)

第24号土坑 セクション (W→)

第25号土坑 セクション (E→)

、

第26• 27号土坑 セクション (SW→)

第28号土坑 セクション (E→)

図版 12
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西張(2)遺跡

第28号土坑完掘 (S→)

第29号土坑完掘 (E→)

~ 

第32号土坑 セクション (E→)

第33号土坑 東西セクション (S→)

第29号土坑 セクション (E→)

P
 

第30• 31号土坑 セクション (S→)

第32号土坑完掘 (W→)

第33号土坑完掘 (E→)

図版 13
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集石遺構② (W→) 

集石遺構④ (NE→) 

集石遺構⑥ (E→) 

,
 

駐

集石遺構⑦ (E→) 集石遺構⑨ (E→) 

図版 14
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西張(2)追跡

集石遺構⑪ (E→) 

第 1号焼土

第 1号焼土

確認 (SW→)

完掘 (W→)

集石遺構全景 (IIIL-31)

•··..-~·c,c 
. --.,., 
第 1号焼土
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第 2号焼土

(W→) 

蒼

ヽ

~ 

“― ， 

ヽ•
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西張(2)遺跡
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西張(2)逍跡
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西張(2)遺跡
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西張(2)遺跡
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報告書抄録

報告書抄録

ふりかな にしはり

書 名 西張(2)遺跡

副 書 名 東北新幹線建設事業に係る遺跡発掘調査報告

ンリーズ名 青森県埋蔵文化財調査報告書
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編著者名 中村哲也、野村信生
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発行年月日 平成10年 3月31日

ふりかな ふ り か な コ 卜 調査 調在 調査

北緯 東経

所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号 期 間 面積 原 因

あおもりけんさんのへぐんふく

青森県三戸郡福 02-447 64-007 40° 141° 960709 東北新幹線
ちむらおおあざほうしおか
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字西張57-1、 伴う事前調
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所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 逍 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

西張(2)遺跡 集 落 縄文時代 住居跡 6軒 白浜式土器 早期住居跡からクルミ

早期 殻・サンショウ属種子

出土

後期 住居跡 3車f 十腰内II・III式土器

集石遺構

土坑
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